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１．検討概要 

（１）検討の目的  

このアクションプランは、歩崎地域の観光資源（自然環境、歴史遺産、農水産物、スポーツ環境、公

共施設等）を効果的に組み合わせ、磨き上げ、魅力をアピールすることで、一年を通じて市内外から大

勢の人が訪れ、地域に賑わいと経済的な活力がもたらされることを目指し具体的な観光プログラムをと

りまとめるものです。 

アクションプランの策定と実施に当たっては、当地域全体の観光マーケティング・マネジメントを集

約する上で、市と民間事業者が連携して取り組むことを基本とし、また、今後、同地域においてかすみ

がうら市が実施を予定するハード整備は、このプランと連動することとなります。 

本プランの実現が、歩崎地域を多様な魅力や価値を有する成熟した観光地域として発展させ、かすみ

がうら市が掲げた基本目標のひとつ、「地域の魅力を磨き、新しい人の流れをつくる」の達成に大きく寄

与することを目的とします。 

 

（２）検討内容  

■ 現地調査                                          

・歩崎地域が有する地域資源（農産物、伝統産業、食品、観光施設、自然、人物等）、周辺環境等を考慮

したうえで、魅力・強み等を整理するとともに、施設の現況を踏まえ課題・問題の整理を行います。 

 

■ 現状分析                                          

・かすみがうら市や歩崎地域に対する既存の観光客の動向調査やデータ分析（歩崎来訪者の導線）を行

うとともに、現地調査・関係者へのヒアリング等を通じ、事業の今後の方向性を確認します。 

 

■ 需要動向の分析                                          

・茨城県が観光誘客において第一のターゲット層とする「首都圏、近隣県からの観光客」や近年急増す

るインバウンドに対し、そのニーズや関心等をデータ等に基づき把握し、そのうえで地域への関心や

需要動向の分析・ターゲットの明確化を行います。 

 

■ 課題の整理と観光プログラムの仮構築                               

・現状・ニーズ等の分析を踏まえたうえで、「本当に強いコンテンツ」「強い資源を補完するコンテンツ」

の仕分けと、これらの組み合わせによるプログラム（β版）の仮組みをセグメント毎に行います。 

 

■ モニタリングツアー等による検証と評価                            

・仮組みした観光プログラムβ版をモニタリングツアーにより実証し、プログラムの提供可能性を把握

するとともに、ツアー参加者へのアンケートによりプログラムの評価を行います。 
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■ 観光プログラムの構築とアクションプランの策定                                    

・「現地調査」「現状分析」「需要動向の分析」「課題の整理とプログラムの仮構築」「モニタリングツアー

等による検証と評価」等を踏まえ、実現性の高い具体的な観光プログラムを構築するとともに、プロ

グラム実施に向けた取組と課題をまとめたアクションプランを策定します。 

 

（３）検討体制  

■ 検討体制                                          

・現地調査、現状分析、顧客ニーズ等の需要分析調査等をもとに、市民・観光関連事業者・行政が連携

した「関係者会議」を開催し、具体的な観光振興に係る戦略、アクションプラン等を検討するととも

に、庁内関係部署による協議を行いました。 

・かすみがうら市と歩崎地域観光振興アクションプラン策定事業関係者会議が協力・連携しながら、筑

波総研㈱が調査業務、関係者会議の事務局機能を担いました。なお、歩崎地域観光振興アクションプ

ラン策定事業関係者会議は、下記関係者 16 名に協力いただき実施されました。 

・かすみがうら市では地域未来投資推進課が中心となり、各種調査、関係者間協議等を実施しました。

また、本業務は、観光、農業を含む産業政策全般に関わることから、観光商工課、農林水産課と連携

して調査等を実施しました。 

  〔歩崎地域観光振興アクションプラン策定事業関係者会議 関係者〕 

 

Ｎｏ 会社・団体名 役職 お名前 備考

1
株式会社
かすみがうら未来づくりカンパニー

代表取締役 今野　浩紹

2 株式会社デン・ケリー（かすみがうら市水族館） 館長 赤堀　恭子

3 株式会社アトレ 主任 髙梨　将克

4 株式会社ラクスマリーナ 専務取締役 秋元　昭臣

5 一般財団法人行方市開発公社 事務局長兼駅長 磯山　秀喜

6 株式会社ひのでや 取締役営業本部長 佐賀　正治

7 有限会社山野水産 専務取締役 山野　英明

8 手作りパン　パンプキン 代表 小泉　智美

9 貝塚忠三郎商店 貝塚　康博

10 霞ヶ浦漁業協同組合 沼口　京介

11 霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会 後継者育成部会　帆引き船操業継承部員 君崎　一男

12 株式会社グランバー東京ラスク 代表取締役社長 大川　吉美

13
オリックス・ゴルフ・マネジメント株式会社
富士ＯＧＭゴルフクラブ

営業本部　常盤エリア長兼千葉エリア長兼
富士ＯＧＭゴルフクラブ出島コース支配人 皆本　賢吾

14
オリックス・ゴルフ・マネジメント株式会社
かすみがうらＯＧＭゴルフクラブ

かすみがうらＯＧＭゴルフクラブ支配人 佐藤　元泰

15 かすみがうら市歴史博物館 学芸員 千葉　隆司

16 株式会社筑波銀行 常務執行役員 渡辺　一洋 とりまとめ役
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（４）検討スケジュール 

■ 月次スケジュール                                      

 

月 主な実施内容 

Ｈ30 年

6 月 

〔現地調査・現状分析〕 

 6/ 6 ヒアリング調査（市観光商工課「桟橋」「農村環境改善センター」） 

 6/ 8 ヒアリング調査（㈱かすみがうら未来づくりカンパニー「市交流センター」） 

 6/ 8 ヒアリング調査（㈱デン・ケリー「市水族館」） 

 6/11 ヒアリング調査（あゆみ庵運営ボランティア団体「あゆみ庵」） 

 6/11 ヒアリング調査（市歴史博物館） 

 

7 月 〔現地調査・現状分析〕 

 7/26 第 1 回関係者会議 

8 月 〔需要動向調査〕 

〔課題の整理とプログラムの仮構築〕 

 8/ 8－ 8/13 インターネット調査 

 8/17－ 8/27 観光客実態調査（かすみがうら市歴史博物館） 

 8/18 観光客実態調査（かすみがうら市交流センター） 

 8/30 第 2 回関係者会議 

9 月 〔需要動向調査〕 

〔課題の整理とプログラムの仮構築〕 

 9/22 観光客実態調査（かすみがうら市水族館） 

 9/26 第 3 回関係者会議 

10 月 〔課題の整理とプログラムの仮構築〕 

〔モニタリングツアー募集〕 

10/23 第 4 回関係者会議 

11 月 〔モニタリングツアー等による検証と評価〕 

11/11 モニタリングツアー（レンコン堀り・ＢＢＱ・パン作り等） 

11/22 第 5 回関係者会議 

11/25 モニタリングツアー（サイクリング・歴史博物館・帆引き船体験等） 
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１．かすみがうら市の地域資源の現況 

（１）地理的環境  

■ 豊かな自然と各種交通網を有する恵まれた環境                   

市の大部分は標高 25m 前後の常陸台地で、西端の標高約 380m の山々から霞ヶ浦湖岸の低地へとつづ

くなだらかな地形を有しています。一部は水郷筑波国定公園に指定されるなど、優れた自然景観と都市

景観が調和した田園都市です。 

土浦市、石岡市に隣接し、東京へ約 70km、水戸市へ約 30km、筑波研究学園都市へ約 10km の距離に

あります。これらの各都市とは JR 常磐線、常磐自動車道、国道 6 号、国道 354 号等の交通網により結

ばれており、立地条件にも恵まれています。 

 

 

かすみがうら市の地形・立地 

 

出典：かすみがうら市都市計画マスタープランより 

   

出典：「統計かすみがうら」（平成 30 年度版）より          出典：かすみがうら市「都市計画マスタープラン」より 
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（２）気象条件 

■ 年間を通じて過ごしやすい気候                          

霞ヶ浦や筑波山系の山々の影響を受けて、冬期は比較的暖かく夏期は比較的涼しく、台風や霜、雪な

どの被害も比較的少ない地域で、温暖な気候に恵まれています。 

 

かすみがうら市の気候条件 

 

 

 

 

出典：National Oceanic and Atmospheric Administration より作成 
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（３）自然資源、人口施設資源、文化・社会資源 

 

 

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

① 霞ヶ浦 -

② 歩崎 歩崎地域 名勝として県指定文化財

③ 成沢の山桜、筑波山地域ジオパーク 雪入

④ かすみがうら花のみち 市道西成井・神立線

⑤ 霞ヶ浦と八郎潟との連携 東福寺・田伏 帆引き船が秋田県八郎潟に伝わる

⑥ 筑波山地域ジオパークと男鹿半島ジオパークの連携 -

① 歩崎展望台 坂

② 歩崎公園 坂

③ かすみがうら市水族館 坂 Ｈ30.4.19リニューアルオープン

④ かすみがうら市歴史博物館 坂

⑤ あゆみ庵、民家園 坂

⑥ かすみがうら市交流センター 坂

⑦ かすみキッチン 坂

⑧ 雪入ふれあいの里公園 雪入

⑨ 三ツ石森林公園 雪入

⑩ 富士見塚古墳公園 安食

⑪ 活性化センター生産物直売所 宍倉

⑫ JA土浦サンフレッシュ花野果 下稲吉 農産物直売所

⑬ JA土浦サンフレッシュ霞ヶ浦店 深谷 農産物直売所

① かすみがうらマラソン 土浦市・かすみがうら市 Ｈ30.4.15開催

② かすみがうらウォーキング 土浦市・かすみがうら市 Ｈ30.4.15開催

③ お田植え祭りと感謝祭 牛渡 お田植え祭り：5/5、感謝祭：12/15

④ へいさんぼう 牛渡

⑤ 観光帆引き船 志戸崎漁港（受付）

⑥ あゆみ祭り湖上打上花火 歩崎公園周辺

⑦ 成井ばやし 西成井 市指定文化財

⑧ 藤切り祇園祭 深谷 市指定文化財

⑨ 千代田町内の祇園祭 上稲吉・下稲吉・下佐谷・中志筑等

⑩ かすみがうらエンデユーロ＆霞ヶ浦まるごとグルメフェス 歩崎公園～鹿島神宮

⑪ ライドハンターズ かすみがうら市域

⑫ ふれあい生涯学習フェア あじさい館

⑬ かすみがうら祭 第1常陸野公園・千代田公民館

⑮ まぼろしの鉄道 中志筑・上佐谷 加波山鉄道の築提跡

⑯ 子授かり・安産・子育ての聖地 西野寺・東野寺 子安神社/胎安神社

⑰ 全国各地の梅を楽しむ 上志筑

⑱ 古代～近世にかけての霞ヶ浦を代表する港町 柏崎

3.文化・社会資源
（ｲﾍﾞﾝﾄ・伝統文化/行事等）

資源 場所 備考

１．自然資源

２．人口施設資源
（レジャー施設・直売所等）

時期
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（４）歴史資源 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

① 椎名家住宅 国指定 加茂
② 木造十一面千手観音立像 県指定 中志筑/須賀神社
③ 木村家住宅（旅籠皆川屋） 県指定 下稲吉
④ 絹本着色阿弥陀三尊来迎図 県指定 宍倉/最勝寺
⑤ 木造阿弥陀如来坐像 県指定 宍倉/最勝寺
⑥ 鰐口 県指定 安食/太宮神社
⑦ 木造十一面観音菩薩坐像 県指定 深谷/法蔵寺
⑧ 木造地蔵菩薩立像 県指定 戸崎/松学寺
⑨ 志筑城跡 県指定 中志筑
⑩ 千代田の一里塚 県指定 西野寺
⑪ 熊野古墳 県指定 市川
⑫ 出島の椎 県指定 下軽部
⑬ 富士見塚古墳・富士見出土品 県指定 柏崎
⑭ 宝珠杵 県指定 深谷/法蔵寺
⑮ 風返稲荷山古墳出土品 県指定 風返/市歴史博物館
⑯ 本堂家の墓所 市指定 中志筑/長興寺
⑰ 長興寺事山門と本堂 市指定 中志筑/長興寺
⑱ 不動明王像および二童子立像 市指定 中志筑/長興寺
⑲ 千手観音堂 市指定 中志筑/須賀神社
⑳ 木造聖観音菩薩立像 市指定 下志筑/文殊院
㉑ 木造阿弥陀如来坐像 市指定 下志筑/文殊院
㉒ 板碑 市指定 上佐谷
㉓ 雨乞い幕 市指定 上佐谷
㉔ 雪入十五社神社祭礼幕 市指定 雪入
㉕ 雪入の郷倉 市指定 雪入
㉖ 木造千手観音菩薩坐像 市指定 安食/福蔵寺
㉗ 柏崎素鵞神社絵馬 市指定 柏崎/素鵞神社
㉙ 銅造千手観音菩薩立像 市指定 坂/神宮寺
㉚ 銅造菩薩立像 市指定 深谷
㉛ 貞照の刀 市指定 県立歴史館寄託
㉜ 銅造薬師如来懸仏 市指定 市歴史博物館寄託
㉝ 銅造阿弥陀如来懸仏 市指定 市歴史博物館寄託
㉞ 絹本着色釈迦十六善神図 市指定 市歴史博物館寄託
㉟ 木造十一面観音菩薩立像 市指定 中志筑
㊱ 帆引き網漁法の漁具 市指定 歴史博物館
㊲ 鰐口 市指定 有河/龍福寺

㊳ 木造薬師如来坐像 市指定 加茂/南円寺

㊴ 木造不動明王立像 市指定 上稲吉/福性寺

㊵ 中志筑石造五輪塔 市指定 中志筑/須賀神社
① 坂 観音開き 毎年8/16に観音開き

② - 新選組参謀

③ - 新選組九番隊組長、伊東甲子太郎実弟

④ 市歴史博物館寄託 笠間市・行方市・かすみがうら市

⑤ 宮本中務生家など
⑥ 安食 竹内百太郎生家等

⑦ 宍倉 日本三空也の聖地

⑧ 戸崎 日本を代表する挿絵画家

⑨ 中志筑 筑波山の絶景を望む万葉の地

⑩ 坂/田伏
⑪ 下稲吉等
⑫ 中志筑 交代寄合本堂家の陣屋跡と町並み

⑬ 上志筑 中世の神仏習合の聖地

⑭ 宍倉/戸崎 中世の城跡と城下町

⑮ 下志筑 古代豪族の奥津城

⑯ 宍倉 〃

⑰ 加茂 〃

⑱ 柏崎 茨城最古の焼き物生産地

⑲ 宍倉 出島出身の庄内藩士（新徴組）

⑳ 長興寺・雲集寺 伊東甲子太郎暗殺の地

㉑ 牛渡 横浜発展の父。現在の高島町の由来

㉒ 中志筑 秋田出身の小大名。旧千代田町に移封

11/4－5にかけて公開
（H29実績）

高島嘉右衛門と横浜市との連携

備考場所
時期

伊東甲子太郎
鈴木三樹三郎
茨城出身の新選組隊士の連携
幕末志士ストリート

伊東甲子太郎と京都戒光寺・本光寺との連携
古渡喜一郎と鶴岡市との連携

志筑城跡等

師付の田井

柏崎窯跡群

大塚古墳群

11/4－5にかけて公開
（H29実績）

５．歴史資源②
（その他の歴史資源）

４．歴史資源①
（指定文化財）

本堂家と秋田県美郷町との連携

資源

一
斉
公
開

一
斉
公
開

宍倉城跡・戸崎城跡

空也堂
水戸藩天狗党の集結の地

古代東海道・鎌倉街道・水戸街道等の古道

歩崎・東福寺等の帆引き船縁の史跡・名勝（坂本九氏を偲んで）

歩崎観音

風返古墳群
田宿・赤塚古墳群

閑居山・願成寺跡

伊藤幾久造・松学寺
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（５）地域特産品、その他の資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

① いちご 千代田

② 落花生 千代田

③ しらうお 霞ヶ浦

④ わかさぎ 霞ヶ浦

⑤ ブルーベリー 千代田

⑥ 梨 千代田

⑦ 栗 千代田

⑧ ぶどう 千代田

⑨ 柿 千代田

⑩ レンコン 霞ヶ浦湖畔

⑪ さつまいも・干しいも 千代田

⑫ コイ 霞ヶ浦

⑬ 佃煮 霞ヶ浦

⑭ レンコンチーズ 牛渡 手作りパン　パンプキン

⑮ クリームパン 牛渡 手作りパン　パンプキン

⑯ ブルーベリーチーズ 牛渡 手作りパン　パンプキン

⑰ やきいも熟成紅はるか・熟成焼き栗 稲吉 (株)久松哲男商店

⑱ 栗甘納豆・三色甘納豆・落花生甘納豆 稲吉 (株)久松哲男商店

⑲ ゆで落花生「おおまさり」 稲吉 (株)久松哲男商店

⑳ ブルーべリーアイス 下佐谷 ブルーベリー安田

㉑ ブルーベリージャム 下佐谷 ブルーベリー安田

㉒ 飲むブルーベリー 下佐谷 ブルーベリー安田

㉓ 海老レンコン佃煮・霞ヶ浦フィッシュ＆チップス 牛渡 (株)安部

㉔ わかさぎ白焼き甘露煮 牛渡 (株)安部

㉕ ブルーベリーがレット・ピーナッツガレット 稲吉南 お菓子の久月

㉖ 楽花撰 稲吉南 お菓子の久月

㉗ わかさぎかりんとう 牛渡 (株)島田商店

㉙ わかさぎとレンコンのつみれ 牛渡 (株)島田商店

㉚ 紅あずまチップス 深谷 (株)ひのでや

㉛ 熟成焼いも焼酎「美並の恵」 深谷 (株)ひのでや

㉜ 中村さん家のおつまみしらうお 坂 (株)中村商店

㉝ 中村さん家のしらうおスープ 坂 (株)中村商店

㉞ 本格やきいも焼酎「湖山」・ブルーベリーリキュール「霞恋」 市農林水産課内 かすみがうら市焼酎づくり推進協議会

㉟ 霞ヶ浦帆引き船模型 市歴史博物館内 霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会

㊱ かすみロール（蓮根） 坂 かすみがうら未来づくりカンパニー

㊲ 太陽のめぐみ「サンマロン」 宍倉 志士庫園芸農業協同組合

㊳ 梨のキャラメルパウンドケーキ・ブルーベリーパウンド 稲吉 パティスリープレザン

㊴ 霞ヶ浦産えび入り揚もち・炭火焼 下稲吉 花見せんべい吾妻屋

㊵ 蓮根豚  岩坪 (株)広原畜産

㊶ 飯田吉英と習志野市、日本ハムとの連携 戸崎 ソーセージの普及に尽力

７．その他の資源 ① 葉材（果樹、レンコン等の剪定・収穫等で出るもの）

備考

６．特産品等

資源 場所
時期

湖

山

の

宝
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２．かすみがうら市への来訪者の状況 

（１）かすみがうら市への来訪者の年間動向 

Ａ 県内からの来訪者については、周辺自治体からの来訪が上位             

茨城県内からの来訪者については、土浦市、石岡市、つくば市、小美玉市等のかすみがうら市の周辺

自治体からの来訪が多くなっています。 

Ｂ 県外からの来訪者については、千葉県及び東京都の常磐道・常磐線周辺自治体が上位  

茨城県外からの来訪者については、千葉県柏市、同松戸市、東京都足立区、同江戸川区等が上位を占

めています。 

概ね、常磐自動車道やＪＲ常磐線周辺の自治体からの来訪が多い傾向にあります。 

 

地域経済分析システム（RESAS）より作成 

※数値の積算根拠 

・対象データ：各月休日 14 時台において 2 時間以上滞在した者 

・計 算 方 法：各月休日 1 日あたり平均滞在者数の合計 

【出典】 

・株式会社 NTT ドコモ・株式会社ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」 

・総務省「平成 27 年国勢調査」  

№ 自治体名 性別 人数※ № 自治体名 性別 人数※

1 土浦市 男性 8,986 1 千葉県柏市 男性 570

2 土浦市 女性 8,625 2 千葉県松戸市 男性 557

3 石岡市 女性 5,712 3 東京都足立区 男性 520

4 石岡市 男性 5,627 4 千葉県柏市 女性 341

5 つくば市 男性 4,061 5 東京都江戸川区 男性 306

6 小美玉市 男性 3,524 6 千葉県松戸市 女性 278

7 つくば市 女性 2,828 7 東京都葛飾区 男性 206

8 小美玉市 女性 2,660 8 東京都世田谷区 男性 204

9 水戸市 男性 1,756 9 東京都練馬区 男性 201

10 行方市 男性 1,754 10 東京都足立区 女性 170

11 行方市 女性 1,653 11 千葉県市川市 男性 123

12 阿見町 男性 1,539 12 東京都板橋区 男性 122

13 阿見町 女性 1,364 13 東京都足立区 男性 114

14 水戸市 女性 1,204 14 東京都世田谷区 女性 104

15 笠間市 男性 1,123 15 千葉県松戸市 男性 102

16 牛久市 男性 1,021 16 東京都江東区 男性 101

17 笠間市 女性 902 17 千葉県船橋市 男性 99

18 牛久市 女性 746 18 東京都足立区 女性 90

19 鉾田市 女性 135 19 東京都練馬区 女性 86

20 鉾田市 男性 82 20 埼玉県川口市 男性 84

A：茨城県内自治体 B:茨城県外自治体
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（２）かすみがうら市への来訪者の月別動向（上位 10 自治体） 

Ａ 県内からの来訪者は、11月に特に増加し、その他 4月、9月、12月、3月にやや増加  

茨城県内からの来訪者は、11 月に最も増加する傾向にあります。かすみがうら祭りの開催が来訪者の

増加に一定程度寄与していると考えられます。 

 

Ｂ 県外からの来訪者は、8 月、10月、1月に増加                 

茨城県外からの来訪者は 8 月、10 月、1 月に特に増加する傾向にあります。8 月と 1 月の増加にはお

盆や正月時の帰省者が、10 月の増加には果樹狩りやエンデューロ等への来訪者が一定程度寄与している

と考えられます。 

県内・県外からの来訪者数は、全体的に県内からの来訪者が減る時期に県外からの来訪者が増え、相

互に入込客数を補完していますが、6 月と 7 月は県内・県外からも来訪者が減少する傾向があります。 

 

Ａ：茨城県内からの来訪者の月別動向 

地域経済分析システム（RESAS）より作成 

Ｂ：茨城県外からの来訪者の月別動向 

地域経済分析システム（RESAS）より作成 
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３．かすみがうら市における入込観光客数の状況 

（１）かすみがうら市全体と歩崎地域における観光入込客数の比較 

Ａ かすみがうら市全体の年間入込観光客数はほぼ横ばい、月別では 9月～11 月に集中 

かすみがうら市全体の年間入込観光客数は、平成27年度が301,990人、平成28年度が277,648

人、平成 29 年度が 283,739 人と、若干の減少がみられるものの、概ね横ばいとなっています。 

月別の動向をみると、11 月が 72,625 人と最も多く、次いで 9 月が 66,604 人、10 月が 50,082

人と、9 月から 11 月にかけて観光客の入込が集中しています。 

 

Ｂ 歩崎地域の年間入込観光客数はほぼ横ばい、月別では 5月と 7月がやや多い    

歩崎地域の年間入込観光客数は、平成 27 年度が 82,702 人、平成 28 年度が 73,271 人、平成

29 年度が 92,009 人と、概ね横ばいとなっていて、市全体の入込観光客数に占める割合は平成

27 年度が 27.4％、平成 28 年度が 27.1％、平成 29 年度が 33.3％と、概ね 27%～33%程度で推

移しています。 

月別の動向をみると、5 月が 15,507 人、11 月が 17,765 人と、他の月と比べて多くなってい

て、市全体の傾向と比較すると、9 月、10 月の入込観光客数に差がみられます。 

 

 H27 年度～H29 年度推移※ H29 年度月別推移 

Ａ 

か
す
み
が
う
ら
市
全
体 

  

Ｂ 

う
ち
歩
崎
地
域 

  

出典：かすみがうら市資料より作成 

※平成 29 年度より集計対象に「農業環境改善センター」「ライドハンターズ」を追加 

※歩崎公園の市交流センターは集計対象外 
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（２）かすみがうら市全体と歩崎地域における観光入込客数の推移の内訳 

Ａ-1平成 28 年の減少はあゆみ祭り、かすみがうら祭の入込客数減が主な要因       

平成 28 年度は、あゆみ祭りの入込客数が平成 27 年度度比 10,000 人減の 5,000 人、かす

みがうら祭が同 15,000 人減の 50,000 人減となっており、平成 27 年度からの入込客数の減

少の要因となっています。 

Ａ-2平成 29 年は果樹農園の入込客数が減少するが、他の項目の増加により全体では微増  

果樹農園の入込客数が平成 28 年度比 17,000 人減の 124,000 人となりましたが、あゆみ

祭りやかすみがうら祭の入込客数の増加をはじめとする他の項目の増加により、全体では前

年度比 6,091 人の増加となっています。 

Ｂ 水族館、歴史博物館、あゆみ祭りなどが入込客数の上位をしめる           

歩崎地域では、水族館、歴史博物館、あゆみ祭りが入込客数の上位を占めています。その

他、帆引き船フェスタ、富士見塚古墳公園への入込客数も概ね 5,000 人以上となっていま

す。特に、水族館、歴史博物館、富士見塚古墳公園では平成 27 年度から継続的な入込客数

の増加がみられます。 

 H27 年度～H29 年度推移※ 
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 第３部 基礎調査の結果 
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１．基礎調査の実施  

現在の観光のトレンドや、茨城県内観光におけるかすみがうら市の位置づけ、来訪者の実

態等を把握するために、以下の 2 種類の調査を実施しました。 

 

 インターネット調査 観光客実態調査 

調査概要  関東在住で直近 1 年以内に国

内旅行をした方に対するイン

ターネット調査 

 歩崎地域を訪れた方に対する

現地アンケート調査 

目的  首都圏在住者及び茨城県内在

住者における、かすみがうら

市に関する以下の事項の把握 

 かすみがうら市の認知度 

 観光資源の認知度 

 観光資源の興味・関心度 

 茨城県内の他自治体と比較

したかすみがうら市の位置

づけの把握 

 観光旅行に行く際に重視する

ことの把握  など 

 歩崎地域への来訪者に関する

以下の事項の把握 

 来訪回数（頻度） 

 同行者 

 来訪手段 

 訪問行程、消費額 

 歩崎地域に対するイメージ 

 地域資源の認知度 

 観光体験プログラムのニー

ズ など 

対象者  20 代～70 代の男女 

 東京都、千葉県、埼玉県、神

奈川県、茨城県の在住者 

 上記のうち、過去 1 年以内に

1 回以上旅行経験がある者 

 合計：664 名 

 かすみがうら市歴史博物館、

交流センター、かすみがうら

市水族館の利用者 

※原則、小中高生を除く 

 合計：294 名 

実施場所・日時  8/8/～8/13  かすみがうら市歴史博物館

8/17-8/27 

 かすみがうら市交流センター 

8/18-/8/19 

 かすみがうら市水族館 

9/22 
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２．インターネット調査結果 

①自治体の認知度・来訪経験について 

 県内自治体の認知度は、水戸市が70.0％と最も高く、次いでつくば市（69.9％）、土浦市（60.2％） 、

ひたちなか市（59.3％）となっています。 

 かすみがうら市の認知度は 39.8％と、44 市町村中 13 番目と比較的高くなっています。 

 認知している自治体への来訪経験は、水戸市が 60.6％と最も高く、次いで大洗町（58.7％）、つ

くば市（56.7％）、守谷市（54.5％）となっています。 

 かすみがうら市を認知している方の来訪経験は36.7％で認知度上位20自治体中16番目となって

いて、認知度の高さの反面、来訪経験は比較的低くなっています。 

 

②イベントに対する興味・関心について 

 県内のイベントを認知している人の中での関心度は、県全体では土浦全国花火競技大会が 57.9％

と最も高く、次いで水戸の梅まつり（54.4％）、ロックインジャパンフェスティバル（53.7％）、

水郷潮来あやめまつり（52.6％）となっています。 

 市内イベントの認知度は高くなく、関心度はかすみがうら祭が 46.7％、千代田のくだもの狩りが

46.2％、かすみがうらマラソンが 21.6％と、秋のイベントへの関心度が高くなっています。 
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③自然資源に対する興味・関心について 

 県内の自然資源を認知している人の中での関心度は、県全体では袋田の滝が 70.7％と最も高く、

次いで花貫渓谷（66.7％）、水郷潮来あやめ公園（56.0％） 、筑波山（52.6％）となっています。 

 市内では、筑波山地域ジオパークが 46.3％、霞ケ浦周辺のレンコン畑が 35.1％、霞ケ浦が 34.0％

となっていて、霞ヶ浦周辺の自然資源への関心の高さがうかがえます。 

 

 

④歴史・文化資源に対する興味・関心について 

 県内の歴史・文化資源を認識している人の中での関心度は、県全体では JAXA 筑波宇宙センター

が 59.4％と最も高く、次いで真岡鐡道・真岡線（55.7％）、鹿島神宮（55.4％）、五浦六角堂（54.9％）

となっています。 

 市内の歴史・文化資源への認知度は高くなく、関心度は伊東甲子太郎（新撰組参謀）が 56.3％、

帆引き船が 53.8％となっています。 
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⑤特産品に対する興味・関心について 

 県内の特産品を認知している人の中での関心度は、県全体では鉾田のメロンが 64.3％と最も高く、

次いで常陸牛（57.7％）、干し芋（58.0％）、水戸の納豆（51.9％）となっています。 

 市内では、ハスのお茶が 46.7％、ワカサギの佃煮が 44.4％、レンコンが 41.3％となっていて、

霞ヶ浦周辺で産出される特産品への関心の高さがうかがえます。 

 

⑥観光・レジャー施設に対す興味・関心について 

 県内の観光・レジャー施設を認知している人の中での関心度は、県全体では竜神大吊橋が 64.3％

と最も高く、次いで国営ひたち海浜公園（68.8％）、茨城県フラワーパーク（65.9％）、偕楽園（64.2％）

となっています。 

 市内の観光・レジャー施設の認知度は高くなく、関心度は千代田観光果樹園が 45.8％、かすみが

うら市水族館が 40.0％、かすみがうら市歴史博物館が 36.8％となっています。 
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⑦市内の地域資源に関する関心度まとめ 

 

 県平均と比べると、イベント、歴史・文

化資源、観光レジャー施設への興味・関

心が高くなっています。 

 特産品への関心は県平均と同程度となっ

ています。 

 県平均と比べ、自然資源への関心はやや

低くなっています。 

 

 

 市内の「イベント」「歴史・文化資源」「観光・レジャー施設」への認知度自体は高くないものの、

それら資源を認知している人の間での関心度は県内の平均を上回る、との傾向は、かすみがうら市

が「知る人ぞ知る」地域資源の宝庫であることを示すものと考えられます。今後は「知る人ぞ知る」

ものを「皆が知っている」地域資源としていくためのプロモーションが課題と言えるでしょう。 

 また、市内の地域資源で関心度が県内平均と同程度の「特産品」や、県内平均を下回っている「自

然資源」については、それら資源を認知している人の関心度が経験度（実際に賞味したり訪問した

ことがある人の割合）を下回る傾向があります。これらは地域資源への満足度の低さ（経験したこ

とはあるがそれほど高い関心はもっていない）を示している可能性があるため、今後は新たな付加

価値を付けた提供の仕方など、満足度向上に向けた取組が課題となります。なお、市内の「観光・

レジャー施設」も、関心度自体は比較的高いとはいえ、やはり経験度を大きく下回っているため、

同様の課題が考えられます。 
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⑧観光旅行に行く際に重視すること 

 とても重視している」と「まあまあ重視している」の回答割合の合計について、地域ならではの

おいしい食べ物や飲み物が楽しめることが 87.0％と最も高く、次いで魅力的な観光施設・観光ス

ポットがあること（81.6％）、日ごろの疲れが取れたりリラックスできること（78.7％）、その土

地の歴史や文化に触れたり学んだりすること（58.2％）ができることとなっています。 

 食、観光施設・観光スポットの有無、癒し、学びなどが観光旅行先選定の際のポイントとなって

いると考えられます。 

 上記の傾向の他にも、世代別・性別の傾向として、30 代男性では「季節にあわせた地域のお祭り

やイベントが楽しめること」「豊かな自然環境の中でアウトドア体験が楽しめること」も相当程

度重視されていることから、祭りやイベント、アウトドア体験なども、適切なターゲットに対し

てプロモーションを行うことで、集客を図ることができると考えられます。 
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日ごろの疲れがとれたり、

リラックスしたりできること

その土地の歴史や文化に触れたり

学んだりすることができること

行きたいところに徒歩や公共交通機関、

タクシーなどで移動できること

季節にあわせた地域のお祭りや

イベントが楽しめること

現地の観光体験プログラムや

観光ルートが充実していること

豊かな自然環境の中で

アウトドア体験が楽しめること

地元の人たちとの交流が楽しめること

とても重視している まあまあ重視している どちらとも言えない あまり重視していない 全く重視していない
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どちらとも言えない どちらとも言えない どちらとも言えない どちらとも言えない どちらとも言えない

9.9 38.0 28.5 31.9 37.8

20代(n=108) 11.1 25.9 22.2 19.4 32.4

30代(n=113) 13.3 28.3 27.4 28.3 41.6

40代(n=110) 8.2 42.7 31.8 34.5 36.4

50代(n=111) 6.3 48.6 38.7 37.8 36.0

60代(n=113) 11.5 43.4 30.1 38.1 42.5

70代(n=109) 9.2 38.5 20.2 33.0 37.6

TOTAL(N=323） 12.4 39.3 27.6 35.0 38.7

20代(n=51) 11.8 25.5 21.6 27.5 35.3

30代(n=54) 13.0 29.6 25.9 22.2 35.2

40代(n=55) 10.9 43.6 34.5 36.4 36.4

50代(n=53) 9.4 49.1 39.6 43.4 41.5

60代(n=55) 18.2 45.5 30.9 47.3 47.3

70代(n=55) 10.9 41.8 12.7 32.7 36.4

TOTAL(N=341） 7.6 36.7 29.3 29.0 37.0

20代(n=57) 10.5 26.3 22.8 12.3 29.8

30代(n=59) 13.6 27.1 28.8 33.9 47.5

40代(n=55) 5.5 41.8 29.1 32.7 36.4

50代(n=58) 3.4 48.3 37.9 32.8 31.0

60代(n=58) 5.2 41.4 29.3 29.3 37.9

70代(n=54) 7.4 35.2 27.8 33.3 38.9

8.9 40.0 28.9 32.0 36.9

10.2 37.0 24.4 37.0 37.8

8.7 34.6 24.0 27.9 37.5

13.7 39.1 33.5 33.5 40.4

4.3 34.0 29.8 21.3 34.010.6 59.6 19.1

神奈川県(n=161) 85.1 1.2 16.8 44.1 56.5

茨城県(n=47) 89.4 6.4 25.5 40.4 59.6 46.8 19.1

25.59.9 44.7 21.7 34.2

36.5 26.0千葉県(n=104) 88.5 2.9 20.2 45.2 57.7 18.3

13.4 52.8

52.9 19.2

21.1

10.2 35.4 26.8埼玉県(n=127) 87.4 2.4 25.2 37.8 62.2

36.4 26.7東京都(n=225) 87.1 4.0 23.1 36.9 57.3 13.8 49.3 18.7

7.4 50.0 16.7 35.2 25.9

女性
×年齢

90.7 1.9 31.5 33.3 64.8

81.4 5.1 16.9 55.9

8.6 53.4 17.2 34.5 27.6

25.5

31.096.6 0.0 19.0 32.8 56.9 5.2

94.8 0.0 17.2 41.4 62.1

55.2 12.1 37.9

94.5 0.0 23.6 34.5 61.8 9.1 60.0 7.3 38.2

34.3 28.7

15.3 20.3 32.2

90.3 2.1 42.2

84.2 5.3 19.3 54.4 56.1 21.1 57.9

49.2 22.0 50.8

29.829.8 40.4

58.4 12.3 54.5 16.4

43.6 23.6 41.8 21.8

81.8 0.0 16.4 38.2 58.2 10.9

1.8 23.6 34.5 76.4 10.9

30.9 21.8 20.0 32.7

39.6 17.0 35.8 22.6

79.6 7.4 37.0 33.3 64.8

47.3 16.4 40.0 23.6

41.2 23.5

38.7

82.4 5.9 27.5 47.1 49.0 29.4

63.0 14.8 53.7 11.1

49.0 23.5

9.3

88.5 0.0 16.8

22.6男性
×年齢

83.6 4.0 22.3 38.4

84.9 5.7

58.2 14.2 45.5 19.5

87.3

89.0 1.8 27.5 33.9 70.6 9.2 46.8

30.1

15.1 35.8 52.8 7.5

85.5 3.6 14.5 41.8 47.3 18.2

20.2 38.5 23.9

91.0 2.7 17.1 34.2 55.0 6.3 47.7 14.4 36.9 27.0

39.8 60.2 9.7 42.5 19.5 27.4

11.8 39.1 24.590.0 1.8 19.1 38.2 54.5

25.0 53.7 26.9 40.7 26.9

13.6 53.6

22.115.0 36.380.5 6.2 26.5 45.1 56.6 15.9 56.6

58.3

年齢別

TOTAL(N=664) 87.0 3.0 21.7 40.4

83.3 5.6 23.1 50.9 52.8

17.9 36.4 25.813.3 50.2

[Q8(4)] 季節にあわせた地域のお祭りやイベントが
楽しめること

[Q8(5)] 豊かな自然環境の中でアウトドア体験が楽
しめること

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

[Q8(1)] 地域ならではのおいしい食べ物や飲み物が
楽しめること -

[Q8(2)] 地元の人たちとの交流が楽しめること
[Q8(3)] その土地の歴史や文化に触れたり学んだり

することができること

どちらとも言えない どちらとも言えない どちらとも言えない どちらとも言えない

15.1 29.2 15.8 35.2

20代(n=108) 11.1 18.5 10.2 28.7

30代(n=113) 17.7 29.2 15.9 31.9

40代(n=110) 13.6 30.9 15.5 43.6

50代(n=111) 17.1 36.0 18.0 42.3

60代(n=113) 14.2 31.9 16.8 34.5

70代(n=109) 16.5 28.4 18.3 30.3

TOTAL(N=323） 17.6 33.1 20.1 39.0

20代(n=51) 13.7 23.5 11.8 29.4

30代(n=54) 14.8 35.2 14.8 33.3

40代(n=55) 18.2 27.3 20.0 47.3

50代(n=53) 24.5 43.4 24.5 47.2

60代(n=55) 18.2 34.5 27.3 41.8

70代(n=55) 16.4 34.5 21.8 34.5

TOTAL(N=341） 12.6 25.5 11.7 31.7

20代(n=57) 8.8 14.0 8.8 28.1

30代(n=59) 20.3 23.7 16.9 30.5

40代(n=55) 9.1 34.5 10.9 40.0

50代(n=58) 10.3 29.3 12.1 37.9

60代(n=58) 10.3 29.3 6.9 27.6

70代(n=54) 16.7 22.2 14.8 25.9

15.6 28.0 12.9 34.7

14.2 29.9 16.5 37.8

7.7 24.0 13.5 28.8

21.7 30.4 20.5 37.9

8.5 40.4 17.0 36.2

TOTAL(N=664)

年齢別

男性
×年齢

女性
×年齢

東京都(n=225)

埼玉県(n=127)

千葉県(n=104)

神奈川県(n=161)

茨城県(n=47) 78.7 4.3 46.8 17.0

16.83.7 50.9 18.6

12.5

85.1 6.4 40.4 19.1

74.5 73.3 6.2 45.3

89.4 2.9 54.8 21.2

80.0 7.1 47.63.6 60.9 11.1

56.9

81.7 4.8 58.7

84.3 11.01.6 55.1 15.0 81.1 2.4 51.2

17.880.9

74.1 11.1 63.0 11.179.6 3.7 70.4 7.4

87.9

85.5

86.2

5.2 56.9 15.51.7

3.4 50.0 20.7 87.9

13.8 87.9

0.0 51.7 10.3

49.2 20.3

14.55.5 52.7 12.7 87.3 1.8 45.5

76.3 3.4 54.2

3.5 52.6 19.370.2 15.8 87.7

22.0 72.9 10.2

89.5 1.8

54.5 10.9 65.5 12.7 47.3

84.2 15.23.2 58.9 15.5 83.0 5.3 53.1

18.280.0 3.6

5.7 41.5 11.3

1.8 47.3 10.978.2 3.6 18.2 70.947.3

75.5 0.0 41.5 15.1 69.8

25.5

5.6

3.6 41.8 10.978.2 3.6

82.4 3.9 58.8

49.1 23.6 76.4

45.1

16.7

45.5 15.578.9

17.6

53.7 11.1 79.6 5.6 50.079.6

83.2

84.3 3.9

3.4 50.8 16.1 74.3 5.6

13.3

79.8 11.9 55.0 14.73.7 62.4

10.81.8 45.9 18.0 79.3

2.7 52.2 15.9 79.6

9.2 69.7

3.5 52.2

2.7 46.881.1

81.8

18.6

12.74.5 50.9

3.7 49.1

16.8 76.1

18.2 81.8 2.7 43.6

77.9 4.4 54.0 8.0 49.6

15.8 78.8 5.481.6 3.3 55.0

86.1 22.22.8 64.8 16.7 86.1

49.4 15.4

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

[Q8(6)] 魅力的な観光施設・観光スポットがあること
[Q8(7)] 行きたいところに徒歩や公共交通機関、タク

シーなどで移動できること
[Q8(8)] 日ごろの疲れがとれたり、リラックスしたりで

きること

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

とても重視ししている
＋まあまあ重視して

いる合計

あまり重視していな
い＋全く重視してい

ない合計

[Q8(9)] 現地の観光体験プログラムや観光ルートが
充実していること
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⑨観光旅行に行く際の情報源 

 回答者全体では、その他の Web サイトが 45.0％と最も高く、次いで旅行雑誌（るるぶ、まっぷ

る、ことりっぷなど）（42.0％）、自治体・観光協会のホームページ（37.5％）、ダイレクトメー

ル（33.3％）となっています。 

 上記の傾向のほかにも、世代別の傾向として、30 代男性・女性は SNS やまとめサイトを活用す

る傾向があることから、これらの層をターゲットとしたイベントや観光プログラムのプロモーシ

ョンにおいて、SNS などソーシャルメディアの活用は有効と考えられます。 

 

47.0

38.0 36.9
33.7

31.3
27.4

24.2
21.1

18.5
16.7

14.3 13.3 13.1 13.1
10.8

7.7 6.8 5.4

42.0

29.0

24.9
26.8

37.5

24.2

9.3 9.3
5.7

45.0

7.4 12.5

17.2

23.0

15.3
11.8 13.3

33.3
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、Twitter
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個
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・
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板

旅
行
会
社
や
旅
行
代
理
店
の
店
員
の
話

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

情報源

最も重視するもの

N=664
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テ
レ
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電
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・
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・
駅
な

ど
に
あ
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告
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旅
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ー
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（
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c
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b
o
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k
、

T
w
i
t
t
e
r
、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
な
ど
）

ま
と
め
サ
イ
ト

（

W
i
k
i
p
e
d
i
a
、

N
A
V
E
R
な
ど
）

そ
の
他
の
w
e
b
サ
イ
ト

旅
行
会
社
や
旅
行
代
理
店
の
店
頭

に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

旅
行
会
社
や
旅
行
代
理
店
の
店
員

の
話

駅
な
ど
に
あ
る
観
光
案
内
所

友
人
・
知
人
・
家
族
か
ら
の
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報

メ
ー

ル
マ
ガ
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そ
の
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参
考
に
す
る
情
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は
な
い

21.1 36.9 13.1 14.3 5.4 47.0 18.5 27.4 31.3 10.8 13.1 13.3 16.7 33.7 7.7 24.2 38.0 6.8 0.2 6.5

20代(n=108) 15.7 25.9 3.7 7.4 0.0 52.8 15.7 20.4 24.1 17.6 18.5 21.3 18.5 24.1 4.6 22.2 38.9 2.8 0.0 14.8

30代(n=113) 19.5 26.5 6.2 8.0 3.5 49.6 20.4 27.4 28.3 15.9 31.0 30.1 25.7 28.3 8.8 17.7 36.3 2.7 0.0 5.3

40代(n=110) 20.0 37.3 9.1 12.7 2.7 49.1 18.2 29.1 32.7 11.8 11.8 9.1 24.5 31.8 11.8 25.5 40.0 4.5 0.0 6.4

50代(n=111) 25.2 49.5 8.1 14.4 2.7 46.8 26.1 34.2 44.1 12.6 9.9 12.6 15.3 40.5 9.0 27.9 37.8 9.0 0.0 3.6

60代(n=113) 21.2 36.3 19.5 16.8 9.7 41.6 10.6 25.7 29.2 3.5 4.4 2.7 8.0 38.1 7.1 22.1 39.8 8.0 0.9 4.4

70代(n=109) 24.8 45.9 32.1 26.6 13.8 42.2 20.2 27.5 29.4 3.7 2.8 3.7 8.3 39.4 4.6 30.3 34.9 13.8 0.0 4.6

TOTAL 18.3 33.1 12.4 12.7 4.6 40.9 18.0 28.5 33.1 9.6 11.8 13.0 19.8 29.7 5.9 19.8 30.0 6.2 0.0 8.7

20代(n=51) 13.7 15.7 7.8 11.8 0.0 43.1 19.6 29.4 31.4 11.8 17.6 19.6 21.6 21.6 5.9 23.5 33.3 2.0 0.0 15.7

30代(n=54) 18.5 25.9 9.3 9.3 5.6 40.7 22.2 29.6 20.4 16.7 27.8 31.5 29.6 25.9 7.4 18.5 27.8 3.7 0.0 9.3

40代(n=55) 16.4 36.4 7.3 9.1 1.8 45.5 21.8 23.6 32.7 7.3 9.1 5.5 27.3 21.8 5.5 20.0 38.2 3.6 0.0 5.5

50代(n=53) 17.0 43.4 3.8 7.5 3.8 37.7 22.6 32.1 37.7 13.2 9.4 13.2 20.8 34.0 5.7 17.0 22.6 3.8 0.0 7.5

60代(n=55) 20.0 34.5 18.2 16.4 5.5 34.5 3.6 21.8 36.4 5.5 3.6 5.5 10.9 34.5 7.3 14.5 30.9 7.3 0.0 7.3

70代(n=55) 23.6 41.8 27.3 21.8 10.9 43.6 18.2 34.5 40.0 3.6 3.6 3.6 9.1 40.0 3.6 25.5 27.3 16.4 0.0 7.3

TOTAL 23.8 40.5 13.8 15.8 6.2 52.8 19.1 26.4 29.6 12.0 14.4 13.5 13.8 37.5 9.4 28.4 45.5 7.3 0.3 4.4

20代(n=57) 17.5 35.1 0.0 3.5 0.0 61.4 12.3 12.3 17.5 22.8 19.3 22.8 15.8 26.3 3.5 21.1 43.9 3.5 0.0 14.0

30代(n=59) 20.3 27.1 3.4 6.8 1.7 57.6 18.6 25.4 35.6 15.3 33.9 28.8 22.0 30.5 10.2 16.9 44.1 1.7 0.0 1.7

40代(n=55) 23.6 38.2 10.9 16.4 3.6 52.7 14.5 34.5 32.7 16.4 14.5 12.7 21.8 41.8 18.2 30.9 41.8 5.5 0.0 7.3

50代(n=58) 32.8 55.2 12.1 20.7 1.7 55.2 29.3 36.2 50.0 12.1 10.3 12.1 10.3 46.6 12.1 37.9 51.7 13.8 0.0 0.0

60代(n=58) 22.4 37.9 20.7 17.2 13.8 48.3 17.2 29.3 22.4 1.7 5.2 0.0 5.2 41.4 6.9 29.3 48.3 8.6 1.7 1.7

70代(n=54) 25.9 50.0 37.0 31.5 16.7 40.7 22.2 20.4 18.5 3.7 1.9 3.7 7.4 38.9 5.6 35.2 42.6 11.1 0.0 1.9

22.2 36.4 14.7 14.7 5.8 38.7 22.2 27.1 32.4 11.6 16.0 15.1 16.0 32.0 7.6 22.2 41.8 5.8 0.0 8.4

27.6 42.5 13.4 11.8 4.7 49.6 18.9 29.9 24.4 11.0 10.2 7.9 15.0 35.4 4.7 28.3 31.5 6.3 0.0 6.3

21.2 41.3 14.4 17.3 2.9 57.7 16.3 25.0 31.7 14.4 18.3 12.5 22.1 38.5 14.4 21.2 46.2 5.8 0.0 1.9

16.8 31.1 9.3 10.6 5.6 47.8 13.7 26.1 32.9 7.5 8.1 14.3 16.1 32.3 4.3 25.5 32.3 6.2 0.6 7.5

12.8 34.0 14.9 25.5 10.6 53.2 21.3 31.9 38.3 10.6 12.8 17.0 14.9 31.9 12.8 25.5 38.3 17.0 0.0 4.3

埼玉県(n=127)

千葉県(n=104)

神奈川県(n=161)

茨城県(n=47)

TOTAL

年齢別

男性
×年齢

女性
×年齢

東京都(n=225)
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３．観光客実態調査  

①歩崎地域への来訪回数 

 歴史博物館では「はじめて」が 64.6％、水族館では同 49.5％と最も高くなっています。 

 一方、交流センターでは「４回以上」が 51.5％と最も高く、リピーターの獲得に一定の成果が表

れてきています。 

 

 

 

②歩崎地域への来訪手段 

 交流センター、歴史博物館、水族館ともに「自家用車」での来訪が多くなっています。特に、歴

史博物館と水族館では「自家用車」が 90％を超え、回答者のほとんどが自家用での来訪となって

います。 

 交流センターでは「自転車（自己所有）」が 28.7％と比較的多く、つくば霞ヶ浦りんりんロード

からの自転車での来訪割合が高くなっていると考えられます。 

 

 

29.7 

13.9 

5.0 

51.5 

64.4 

11.9 

4.0 

19.8 

49.5 

18.3 
15.1 17.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

はじめて ２回目 ３回目 ４回以上

交流センター(n=100) 歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)

68.3 

6.9 

28.7 

2.0 4.0 

93.1 

1.0 2.0 1.0 4.0 

91.4 

2.2 0.0 1.1 
5.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

交流センター(n=100)

歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)
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③歩崎地域来訪者の居住地 

 茨城県内からの来訪者が 58％、茨城県外からの来訪者が 42％となっています。 

茨城県外の来訪者では、東京都、千葉県、埼玉県からの来訪者が多く、全来訪者の 30％を占めて

います。 

 

 交流センターは、「市内からの来訪者」を除くと、「県外からの来訪者」数が「かすみがうら市内

を除く茨城県内市町村からの来訪者」数を上回っています。 

 

  

居住地 交流センター 割合 水族館 割合 歴史博物館 割合 合計 割合

都道府県別 回答者数 ％ 回答者数 ％ 回答者数 ％ 回答者数 ％

茨城県 53 53% 57 61% 61 60% 171 58%

東京都 18 18% 9 10% 7 7% 34 12%

千葉県 7 7% 11 12% 13 13% 31 11%

埼玉県 10 10% 7 8% 6 6% 23 8%

神奈川県 3 3% 5 5% 2 2% 10 3%

栃木県 3 3% 2 2% 4 4% 9 3%

台湾 2 2% 2 1%

不明 2 2% 2 1%

オーストラリア 1 1% 1 0%

愛知県 1 1% 1 0%

宮城県 1 1% 1 0%

群馬県 1 1% 1 0%

山形県 1 1% 1 0%

山梨県 1 1% 1 0%

滋賀県 1 1% 1 0%

新潟県 1 1% 1 0%

静岡県 1 1% 1 0%

大阪府 1 1% 1 0%

福島県 1 1% 1 0%

北海道 1 1% 1 0%

100 100% 93 100% 101 100% 294 100%

交流センター 割合 水族館 割合 歴史博物館 割合 合計 割合

回答者数 ％ 回答者数 ％ 回答者数 ％ 回答者数 ％

かすみがうら市 11 11% 4 4% 13 13% 28 10%

かすみがうら市内除く

茨城県内市町村
42 42% 53 57% 48 48% 143 49%

県外 47 47% 36 39% 40 40% 123 42%

合計 100 100% 93 100% 101 100% 294 100%

居住地

※回答者数：人 

※回答者数：人 
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④来訪時の同行者 

 水族館では「家族（未就学の子どもが同行）」が 40.9％と最も高く、次いで「家族（小学生以上

が同行）」が 33.3％と、子連れの家族での来訪割合が高くなっています。 

 歴史博物館では「家族（小学生以上が同行）」が 38.6％と最も高く、次いで「夫婦」（21.8％）、「家

族（未就学の子どもが同行）」（14.9％）となっています。 

 交流センターでは「友人・知人」が 23.8％と最も高く、次いで「ひとり」（22.8％）、「家族（小

学生以上が同行）」（20.8％）となっています。 

 

⑤来訪目的 

 ３施設ともに「観光・レジャー」が最も高くなっています。特に水族館では 77.4％となっており、

観光・レジャーを目的とする来訪が顕著となっています。 

 歴史博物館では「歴史・文化」（40.6％）が、交流センターでは「食事」（19.8％）と「癒し」（13.9％）

がやや高くなっており、回答結果に差がみられます。 
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⑥来訪時に参考とした情報 

 ３施設ともに「友人・知人からの紹介」が 20％を超え、やや高い値となっています。 

 歴史博物館では「市・観光協会のホームページ」が 22.8％、交流センターでは「訪問場所のホー

ムページ」が 20.8％となっており、参考とした情報源に差がみられます。 

 「特に参考としたものは無い」が一定割合を占めることから、更なる発信力の強化が必要です。 

 

⑦立ち寄り箇所数 

 交流センター及び水族館への来訪者の平均立ち寄り箇所数は 2.3 箇所であるのに対し、歴史博物

館では 1.5 箇所となっていることから、交流センター及び水族館への来訪者の方がより多くのス

ポット・ポイントに立ち寄っている傾向にあることが推測されます。 

 市内外別の立ち寄り先割合を見ると、交流センターでは市外立ち寄り割合が約 47％であるのに対

し、歴史博物館及び水族館への来訪者は市内立ち寄り割合が 62.2％であることから、交流センタ

ー来訪者はより広域を回遊し、歴史博物館及び水族館来訪者はより市内を回遊していると推測さ

れます。 

 市内への回遊を促すために、各立ち寄り先での観光や特産品に関する情報発信の強化が必要です。 

 

24.8 

2.0 2.0 4.0 
2.0 1.0 

4.0 

11.9 

20.8 

10.9 

5.9 

34.7 

2.0 

20.8 

0.0 

5.9 5.0 5.9 
4.0 

5.9 

22.8 

5.9 
5.0 

11.9 

17.8 

4.0 

28.0 

2.2 
1.1 1.1 3.2 

0.0 2.2 

9.7 9.7 
8.6 6.5 

33.3 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

友
人
・
知
人
か
ら
の
紹
介

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

新
聞

雑
誌

チ
ラ
シ

ポ
ス
タ
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

市
・
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

訪
問
場
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

口
コ
ミ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の
他

特
に
参
考
と
し
た
も
の
は
無
い

無
回
答

交流センター(n=100)

歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)

【市内外別立ち寄り割合（％） 】

【歴史博物館市内外別立ち寄り割合（％）】

【平均立ち寄り箇所数（箇所） 】

2.3 

1.5 

2.3 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

平均立ち寄り先数

交流センター(n=100)

歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)

53.1 

62.2 

62.2 

46.9 

37.8 

37.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交流センター(n=100)

歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)

市内立ち寄り割合 市外立ち寄り割合



31 

 

⑧来訪時の消費額 

 ３施設ともに「～3,000 円」が最も高くなっています。 

 水族館では「～5,000 円」が 25.8％と他地点と比べて高い割合となっています。 

 このような消費の動向は、観光庁「旅行・観光消費動向調査」（平成 29 年年間値）に基づく国内

日帰り旅行の現地消費単価（交通費を除く）約 7,000 円を大きく下回るため、特産品販売の強化

や観光プログラムの充実など、観光消費を促す取組が必要です。 

 

⑨歩崎地域に対するイメージ 

 ３施設ともに「自然豊かな地域」が 70％前後と、最も高くなっています。 

 水族館では、 「癒されたりリラックスできる地域」と「良く分からない」が 22.6％と続きます。 

 その他、交流センターでは「自転車を使った取組が盛んな地域」（54.5％）、「癒されたりリラッ

クスできる地域」（38.6％）、「おいしい食事や特産品が楽しめる地域」（24.8％）が高い一方で、

歴史博物館では「歴史や文化を感じることができる地域」（40.6％）が高くなっており、歩崎地

域に対するイメージに差がみられます。効果的な誘客に向けては、歩崎の強みを活かし、他のエ

リアと差別化できる地域イメージの形成が求められます。 
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⑪歩崎地域における資源の認知度 

 歴史・文化資源の認知度については、歴史博物館、交流センター、水族館ともに「観光帆引き船」

が 30％を超え、全体的に高い割合となっています。 

 自然資源の認知度については、歴史博物館で「筑波山ジオパーク」（27.7％）がやや高くなってい

ます。 

 イベント・伝統行事の認知度については、交流センターでは「かすみがうらエンデューロ」、「ラ

イドハンターズ」、「ライドクエスト」などの割合が高くなっています。 

 観光・レジャー・文化施設等の認知度については、歴史博物館、交流センター、水族館ともに「市

水族館」が 50%以上となっています。 

 特産品の認知度については、交流センターで「レンコン」が 72.3％、「わかさぎ」が 37.6％、「佃

煮」が 36.6％と、歴史博物館と水族館に比べて高くなっています。 
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⑫観光体験プログラムに対するニーズ 

 ３施設ともに「①広大な霞ケ浦を活かした「湖上体験プログラム」」が 80％を超え、最も高くな

っています。現時点で定期的に開催されている「湖上体験」は観光帆引き船に限られるため、今

後整備予定の桟橋などを活用した、新たな湖上プログラムの提供が求められます。 

 また、水族館では、「③歩崎地域の食材を使った「食体験プログラム」」、「⑤自然資源を活かした

「自然体験プログラム」」、「子どもが楽しく学べる「歩崎知育プログラム」」も 80％前後となっ

ており、他の調査地点と比べて高い割合となっています。 

 一方、「②歩崎地域の歴史や伝統文化を学べる「歴史・文化体験プログラム」」、「④日々の疲れや

ストレスを解消する「リラックス体験プログラム」」については回答地点により差がみられます。 
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交流センター（n=100) 歴史博物館（n=101) 水族館（n=93)

※グラフの値は、各項目に対する「そう思う」「まあまあそう思う」の回答結果の合計を記載
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全体 55.4 30.6 7.1 1.0 0.0 26.9 39.1 21.8 4.1 0.3 41.8 34.7 13.9 1.0 0.0 37.1 31.6 20.1 4.4 0.0 51.4 27.6 12.2 1.0 0.3 52.0 25.2 12.2 2.0 0.7 29.3 31.6 23.5 5.8 0.7

年齢別 10代(n=16) 56.3 37.5 6.3 0.0 0.0 43.8 37.5 12.5 6.3 0.0 56.3 43.8 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 68.8 31.3 0.0 0.0 0.0 56.3 37.5 6.3 0.0 0.0 43.8 37.5 18.8 0.0 0.0

20代(n=27) 48.1 33.3 14.8 3.7 0.0 14.8 37.0 37.0 11.1 0.0 37.0 37.0 22.2 3.7 0.0 48.1 37.0 7.4 7.4 0.0 48.1 18.5 29.6 3.7 0.0 33.3 22.2 37.0 3.7 3.7 33.3 25.9 29.6 7.4 3.7

30代(n=74) 60.8 29.7 5.4 1.4 0.0 29.7 36.5 21.6 5.4 1.4 43.2 37.8 13.5 1.4 0.0 36.5 29.7 21.6 6.8 0.0 56.8 21.6 12.2 1.4 1.4 64.9 18.9 8.1 2.7 0.0 36.5 35.1 18.9 4.1 0.0

40代(n=84) 59.5 28.6 8.3 0.0 0.0 21.4 47.6 21.4 4.8 0.0 52.4 27.4 13.1 1.2 0.0 40.5 27.4 26.2 2.4 0.0 54.8 29.8 10.7 0.0 0.0 56.0 29.8 8.3 2.4 0.0 25.0 31.0 29.8 7.1 1.2

50代(n=34) 47.1 38.2 5.9 2.9 0.0 20.6 50.0 20.6 0.0 0.0 32.4 44.1 11.8 0.0 0.0 26.5 44.1 20.6 0.0 0.0 44.1 32.4 14.7 2.9 0.0 35.3 29.4 20.6 0.0 0.0 23.5 26.5 35.3 2.9 0.0

60代(n=43) 51.2 32.6 4.7 0.0 0.0 37.2 20.9 25.6 0.0 0.0 32.6 32.6 18.6 0.0 0.0 37.2 23.3 23.3 4.7 0.0 39.5 37.2 11.6 0.0 0.0 44.2 27.9 9.3 2.3 2.3 27.9 32.6 14.0 9.3 0.0

70代以上(n=14) 57.1 7.1 7.1 0.0 0.0 35.7 35.7 0.0 0.0 0.0 21.4 35.7 7.1 0.0 0.0 14.3 35.7 7.1 14.3 0.0 42.9 21.4 0.0 0.0 0.0 57.1 7.1 7.1 0.0 0.0 14.3 28.6 7.1 7.1 0.0

男女別 男性(n=152) 51.3 32.9 8.6 1.3 0.0 23.7 38.8 25.7 3.9 0.7 36.2 37.5 16.4 1.3 0.0 34.9 28.9 23.7 5.9 0.0 48.7 28.9 15.1 2.0 0.0 48.0 29.6 11.2 2.6 0.0 27.0 28.9 27.6 7.2 0.7

女性(n=133) 60.2 28.6 6.0 0.8 0.0 28.6 40.6 18.8 4.5 0.0 49.6 31.6 10.5 0.8 0.0 41.4 36.1 15.0 2.3 0.0 55.6 26.3 8.3 0.0 0.8 57.1 20.3 13.5 1.5 1.5 30.8 34.6 20.3 4.5 0.8

居住地別 市内(n=28) 50.0 32.1 7.1 0.0 0.0 28.6 39.3 17.9 7.1 0.0 46.4 39.3 7.1 0.0 0.0 53.6 28.6 7.1 3.6 0.0 53.6 32.1 3.6 0.0 0.0 71.4 28.6 0.0 0.0 0.0 46.4 25.0 14.3 3.6 0.0

県内(n=131) 58.0 26.7 9.2 0.8 0.0 32.8 34.4 22.1 3.1 0.8 39.7 35.1 14.5 1.5 0.0 34.4 32.1 18.3 6.9 0.0 49.6 26.0 13.0 1.5 0.8 48.1 26.0 13.0 2.3 0.8 33.6 28.2 22.1 6.9 0.0

県外(n=121) 55.4 33.9 5.0 1.7 0.0 19.8 43.8 23.1 5.0 0.0 43.8 35.5 12.4 0.8 0.0 38.8 33.9 21.5 1.7 0.0 52.9 28.1 14.0 0.8 0.0 51.2 24.0 15.7 1.7 0.8 21.5 36.4 28.9 3.3 1.7

調査地別 ################## 54.0 29.0 10.0 2.0 0.0 21.0 38.0 26.0 7.0 1.0 50.0 27.0 16.0 1.0 0.0 36.0 40.0 16.0 5.0 0.0 51.0 26.0 15.0 2.0 0.0 51.0 25.0 15.0 3.0 0.0 27.0 36.0 20.0 9.0 1.0

水族館(n=93) 54.8 34.4 7.5 1.1 0.0 29.0 37.6 23.7 5.4 0.0 40.9 39.8 12.9 1.1 0.0 36.6 31.2 20.4 6.5 0.0 54.8 29.0 10.8 1.1 0.0 60.2 19.4 12.9 1.1 1.1 28.0 34.4 25.8 3.2 1.1

歴史博物館(n=101) 57.4 28.7 4.0 0.0 0.0 30.7 41.6 15.8 0.0 0.0 34.7 37.6 12.9 1.0 0.0 38.6 23.8 23.8 2.0 0.0 48.5 27.7 10.9 0.0 1.0 45.5 30.7 8.9 2.0 1.0 32.7 24.8 24.8 5.0 0.0

⑦日中とは違った歩崎地域を発見できる「ナイト
歩崎プログラム」

Ｎ＝294

①広大な霞ヶ浦を活かした「湖上体験プログラ
ム」

②歩崎地域の歴史や伝統文化を学べる「歴史・
文化体験プログラム」

③歩崎地域の食材を使った「食体験プログラ
ム」

④日々の疲れやストレスを解消する「リラック
ス体験プログラム」

⑤自然資源を活かした「自然体験プログラム」 ⑥子どもが楽しく学べる「歩崎知育プログラム」

交流センター（n=100） 
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⑪観光の視点から見た歩崎地域の課題 

 ３施設ともに「観光スポット・観光施設の整備」が 50％を超え、最も高くなっています。新たな

施設整備のみならず、利用者の視点に立った現有施設の改修等も課題です。 

 その他、「観光ルートの開発」、「観光体験プログラムの開発」、「お土産商品」の充実等も全地点

で 20％を超えており、比較的高い割合となっています。 

 一方、「歩崎地域の情報発信の強化」については歴史博物館で 40.6％、交流センターで 26.7％と

なっており、回答地点ごとに差がみられます。 

 また、「イベント・伝統行事の内容の充実」については交流センターで 27.7％、水族館で 28.0％

となっている一方、歴史博物館で 18.8％となっており回答地点で差がみられます。 

 

  

53.5 

38.6 

23.8 

27.7 
30.7 

27.7 

26.7 19.8 14.9 
10.9 

1.0 

53.5 

29.7 

22.8 18.8 

25.7 

28.7 

40.6 

20.8 

13.9 

5.0 6.9 

57.0 

26.9 25.8 28.0 

24.7 

28.0 
21.5 

14.0 

4.3 2.2 2.2 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
観
光
施
設
の
整
備

観
光
ル
ー
ト
の
開
発

観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
行
事
の
内
容
の
充
実

移
動
手
段
の
確
保

お
土
産
商
品
の
充
実

歩
崎
地
域
の
情
報
発
信
の
強
化

宿
泊
施
設
の
整
備

お
も
て
な
し
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

交流センター(n=100)

歴史博物館(n=101)

水族館(n=93)



36 

 

４．モニタリングツアー開催結果 

１．開催概要 

項目 1 回目 2 回目 

開 催 日 時 11/11（日） 11/25（日） 

ターゲット ファミリー層（30代～40代） シニア層（60代後半～70代） 

人 数 14 名 7 名 

２．行程  

  1 回目   2 回目 

時間 内容 時間 内容 

８：３０ 

 

 

 

９：３０ 

 

 

１０：３０ 

 

 

 

１１：２０ 

 

 

 

１２：４０ 

 

１３：００ 

 

 

 

１４：３０ 

 

 

 

 

 

１６：００ 

 

土浦駅集合 

レンタサイクルでラクスマリーナへ

移動 

 

ホワイトアリス号乗船 

 

 

玉造港到着 

玉造港から根山まで自転車で移動 

 

 

レンコン掘り体験 

 

 

 

レンコン掘り体験終了 

自転車でかすみキッチンへ移動 

昼食＠歩崎公園 

バーベキュー開催 

 

 

調理体験＠交流センター 

パン作りを体験（1.5h 程度） 

※手作りパン パンプキン小泉氏に 

協力依頼 

午前中に採ったレンコンを使用 

 

意見交換会＠交流センター 

※終了後、土浦駅までバスで送迎 

８：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

１０：４５ 

 

 

１１：４０ 

 

 

 

１２：４０ 

 

１３：１０ 

 

１３：３０ 

 

１４：３０ 

 

 

１５：００ 

 

 

１６：００ 

 

土浦駅集合 

駅で広域レンタサイクルをレンタル

カキの化石層等の史跡に立ち寄りな

がら湖畔をサイクリング（ガイド付

き） 

 

 

 

歴史博物館到着 

館内や帆引きの家見学（ガイド付き） 

 

昼食＠かすみキッチン 

白魚やワカサギを使った料理などを

賞味 

 

昼食終了、移動 

バスで道の駅たまつくりへ移動 

道の駅たまつくり到着 

 

観光帆引き船乗船 

 

観光帆引き船下船 

バスで歩崎ビジターセンターへ 

 

歩崎展望台、民家園・あゆみ庵周遊 

 

 

意見交換会＠交流センター 

※終了後、バスで土浦駅まで送迎 
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①1 回目 
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42 

 

 

 



43 
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①２回目 
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 第４部 関係者会議実施記録 
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１．歩崎地域観光振興アクションプラン策定事業 関係者会議 

（１）第１回関係者会議  

■ 次第                                            

日時：平成 30 年 7 月 26 日（木）18：00～20：00 

場所：かすみがうら市役所 霞ヶ浦庁舎 大会議室 

１．開会 

２．市挨拶 

３．出席者紹介 

４．とりまとめ役挨拶 

５．観光振興アクションプラン策定に関する説明・質疑・討論 

（1）観光振興アクションプラン策定の経緯説明 

（2）関係者の取組事業説明 

①株式会社 かすみがうら未来づくりカンパニー 

②株式会社 アトレ 

③株式会社 グランバー東京ラスク 

④一般財団法人 行方市開発公社 

（3）歩崎地域の現況説明等 

（4）討議 

（5）討議とりまとめ 

６．閉会 

■ 内容                                            

・かすみがうら市から歩崎地域観光振興アクションプランの策定趣旨について説明が行われた。 

・関係者（「株式会社 かすみがうら未来づくりカンパニー」「株式会社 アトレ」「株式会社 グランバー

東京ラスク」「一般財団法人 行方市開発公社」）から自社の取組事業について説明が行われた。 

・筑波総研㈱から、歩崎地域の「入込観光客数」「来訪者の年間動向」「地域資源」「地理的条件」等に関

する分析結果について説明が行われ、それら資料をもとに関係者間で協議が行われた。 

〈主な意見〉 

・歩崎地域は観光に関し高いポテンシャルを有するが、行政間の連携が不足していて、その資源を上手

く活用出来ていない。 

・歩崎地域に来訪する観光客のターゲットを明確にしたうえで、観光客を呼び寄せる施策を検討してい

く必要がある。 

・これまで「レジャー」と「漁業」が上手く折り合わなかった経緯があり、今後その点を考慮しつつ地

元の人々の理解を得ながら観光振興を進めていく必要がある。 

・歩崎地域の観光、霞ヶ浦の観光の将来を考えると、関係者がそれぞれ妥協しながら、観光振興を進め

ていく必要がある。 

・歩崎地域には、車を利用しなければ来訪出来ない。神立駅から歩崎地域へはアクセスが悪く車を利用

しないで来訪する観光客への対応を考えていく必要がある。 

・地元の人が地元のことを知らないので、地元の人に地域の魅力、観光資源を知ってもらう必要がある。 
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（２）第２回関係者会議  

■ 次第                                            

日時：平成 30 年 8 月 30 日（木）18：00～20：00 

場所：かすみがうら市役所 霞ヶ浦庁舎 大会議室 

１．開会  

２．市挨拶  

３．とりまとめ役挨拶   

４．関係者の方の取組事業説明  

・株式会社ラクスマリーナ 

５．アンケート・インターネット調査結果説明  

６．グループワーク事前説明  

７．グループワーク（３グループ）  

・グループＡ「食」 

・グループＢ「アクティビティ」 

・グループＣ「学び」 

８．グループ発表（３グループ）  

９．閉会 

■ 内容                                            

・㈱ラクスマリーナから自社の取組事業や霞ヶ浦に係る観光等について説明が行われた。 

・筑波総研㈱から、交流センターや歴史博物館で実施したアンケート結果やインターネット上で実施し

た首都圏在住者の観光ニーズ調査等について、説明が行われた。 

・「食」、「アクティビティ」、「学び」の３つのテーマを設定し、歩崎地域で提供可能な観光プログラムや

それらプログラムを提供していくうえで課題となる部分について、関係者の方に３つのグループに分

かれてもらい協議を行った。 

※次ページに「食」、「アクティビティ」、「学び」の３つのプログラムイメージ掲載 
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〈グループＡ「食」によるプログラムイメージ〉 

 

〈グループＢ「アクティビティ」によるプログラムイメージ〉 
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〈グループＣ「学び」によるプログラムイメージ〉 
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（３）第３回関係者会議  

■ 次第                                            

日時：平成 30 年 9 月 26 日（水）18：00～20：00 

場所：かすみがうら市役所 霞ヶ浦庁舎 大会議室 

１．開会 

２．市挨拶 

３．とりまとめ役挨拶 

４．関係者の取組事業説明 

①株式会社ひのでや 

②株式会社デン・ケリー 

５．第２回関係者会議 観光プログラム説明 

６．モニタリングツアー（イメージ案）説明 

７．グループワーク（２グループ） 

①グループＡ「イベント」 

②グループＢ「プロモーション」 

８．グループ発表（２グループ） 

９．閉会 

■ 内容                                            

・㈱ひのでや、㈱デン・ケリーから自社の取組事業について説明が行われた。 

・筑波総研㈱より、第２回会議で協議された歩崎地域の観光プログラムイメージとモニタリングツアー

のイメージ案について説明が行われた。※モニタリングツアーのイメージ案を次ページに記載 

・「イベント」、「プロモーション（情報発信）」の２つのテーマについて、関係者の方に２つのグループ

に分かれてもらい協議を行った。 

〈主な意見〉 

・「イベント」については、歩崎地域でしか体験出来ないものを考えていくべきである。 

例：レンコンの収穫体験、漁業体験、星空体験、芋に関連した体験等 

・お城や水族館を活用したプログラム、イベントを開発し、同施設内での宿泊が出来るようにしたい。 

・女子会や歴女等ターゲットを明確にしたイベントを実施することで全体の集客力が高まっていく。 

・「プロモーション（情報発信）」については、観光協会のＨＰなどで情報を発信しているが、ツイッタ

ーなどで帆引き船などの運行情報の他、天候や風など、観光客が知りたい情報をリアルタイムで発信

出来るとよい。 

・歩崎地域の観光スポットや食のスポットなどをまとめた観光マップを作るべきである。 

・車での来訪者が多いことから、かすみがうら市でコミュニティＦＭができるとよい。 

・「モニターツアー（イメージ案）」については、ターゲットを明確にしたうえで、プログラムを修正す

る必要がある。また、可能であれば、農泊や農村環境改善センター等を利用した歩崎地域で宿泊を検

討すべきである。 

・「モニターツアー」の宿泊地を、土浦市内で行う必要はない。無理に宿泊を入れず、ターゲットを分け

て、ツアーを２回実施してもよい。  
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※モニタリングツアー（当初イメージ案） 
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（４）第４回関係者会議  

■ 次第                                            

日時：平成 30 年 10 月 23 日（火）18：00～20：00 

場所：かすみがうら市役所 霞ヶ浦庁舎 大会議室 

１．開会 

２．市挨拶 

３．とりまとめ役挨拶 

４．関係者の取組事業説明 

①有限会社山野水産 山野様 

５．アンケート調査結果説明（水族館） 

６．「歩崎地域観光振興アクションプラン」とりまとめに向けた考察 

７．歩崎地域観光振興アクションプラン方向性協議 

①集客のための仕組みづくり 

②観光商品の開発（プログラム、イベント） 

③プロモーションの強化 

④「食」資源の充実 

⑤推進体制の整備 

⑥もてなしの向上 

⑦その他 

８．モニタリングツアー案 説明 

９．閉会 

■ 内容                                            

・（有）山野水産から自社の取組事業について説明が行われた。 

・かすみがうら市より「歩崎地域観光振興アクションプラン」とりまとめに向けた説明が行われた。 

・筑波総研㈱より、市水族館で実施したアンケート調査結果や実施施策に関して時間軸（「短期」「中期」

「長期」）を示しながら歩崎地域観光振興アクションプラン方向性について説明が行われた。 

〈主な意見〉 

・観光マップ、情報発信は、歩崎地域の整備が進んでいけば自ずとＳＮＳ等で情報が拡散していく。 

・他地域と連携しながら、食の情報が入ったマップを作成した方がよい。 

・マップを作成するにあたっては、埋もれている情報を見直すとともに案内、看板等を整備していく必

要がある。 

・水産事務所主導で、わかさぎの調理済冷凍商品を開発している。 

・誰が歩崎地域の観光を進めていくかが問題となる。この点については、今後関係者で議論を深めてい

く必要がある。 

・市が出資する第三セクターである㈱かすみがうら未来づくりカンパニーが主導して、旅行商品の組成

を進めていきたいが現時点ではリソースが不足していることから難しい。来年度以降は、市が主導し

ながら関係者の方々と協力していきながら年に何回かプログラム、イベントを実施出来るようにして

いきたい。 
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（５）第５回関係者会議  

■ 次第                                            

日時：平成 30 年 11 月 22 日（木）18：00～20：00 

場所：かすみがうら市役所 霞ヶ浦庁舎 大会議室 

１．開会 

２．かすみがうら市挨拶 

３．とりまとめ役挨拶 

４．モニタリングツアー説明 

５．歩崎地域観光振興アクションプラン協議 

６．まとめ 

７．閉会 

■ 内容                                            

〈主な意見〉 

・他市町村と連携した取り組みが出来るとよい。 

・市の公式ホームページ、ＳＮＳ上で、モニタリングツアーの参加者と交流が出来るとよい。 

・海外からの誘客が進みつつあるので、外国人対応や多言語対応を進めていく必要がある。 

・市交流センターが情報発信の拠点であることがわかりにくい。 

・インフォメーション（現地での観光案内）については、やれるものからすぐにやっていくべきである。 

・サイクリングロード沿いに案内がないと、サイクリストは素通りしてしまう。 

・サイクリングロードの表示板設置は、法的な難しさがある。 

・サイクリングロード沿いに、サイクルラックがあって少し休憩出来る場所があるとよい。 

・漁港ももっと活用した方がよい。 

・モニタリングツアーでトライアンドエラーを繰り返しながら、新たなプログラムを作っていかなけれ

ばならない。そうした取り組みを通じて、常時、楽しめるプログラムが生まれてくる。 

・サイクリストはお金を落とさないというが、おいしいものがあれば購入してくれる。サイクリストが

ツアーの途中で購入したものを、後で出発地にもってきてくれるサービスも生まれつつある。 

・食資源の認知度向上のためのプロモーションを進めていくべきである。 

・かすみがうら市らしいおもてなしが出来るとよい。 

・旅行商品の開発・運営の主体として、かすみがうら未来づくりカンパニーが想定されるが、まだまだ

体制が十分でない。今後、関係者と協力しながら強化していく必要がある。 

・観光客は、観た風景の裏にあるストーリーが知りたい。観光客にそのストーリーを伝えられるように

ガイドや案内を充実させていく必要がある。 

・推進体制の充実の一環として、市の内部の観光協会を整備・強化していく必要がある。 

・着地型観光を開発していくためには、宿泊施設の整備を行っていかなければならない。 

・来年度以降、この関係者会議をベースに、新たな観光関連事業者に参加してもらいながら、観光関連

事業者間の連携をさらに深めていけるとよい。 

・市民に対してもっと観光関連事業者を知ってもらうような取り組みを進めていけるとよい。 
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第５部 施策の方向性とアクションプラン 
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１．調査結果のまとめ 
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２．取り組みの方向性  
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３．アクションプラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光商品の開発 

短期 
2 - ① / 歴史博物館、水族館での学びをテーマとしたプログラム開発 

2 - ② / レンコン収穫、漁業体験等、地域資源を活かしたプログラム開発 

中期 

2 - ③ / 桟橋の整備に合わせた湖上レジャープログラム開発 

2 - ④ / 近隣他市町村と連携したプログラム開発 

2 - ⑤ / 湖と里の連携プログラム開発 

2 - ⑥ / 若者やファミリー層に向けたプログラム開発 

２ 

集客のための仕組みづくり 

短期 
1 - ① / 歩崎地域観光マップの作成 

1 - ② / 桟橋の整備 

中期 

1 - ③ / 宿泊施設の整備 

1 - ④ / 興味を喚起し回遊性を促進させる看板、案内表示板の充実 

1 - ⑤ / 交流センター等でのインフォメーション（観光拠点案内、地産品紹介）の充実 

長期 
1 - ⑥ / 森林公園の整備 

1 - ⑦ / 外国人観光客受け入れに向けた多言語対応、メニュー開発 

１ 

歩崎地域観光振興アクションプランの上位計画である第 2 次かすみがうら市総合

計画では、本市が活力ある元気な地域へと発展させていくために、目指すべき将

来都市像を「きらりと輝く 湖（みず）と山（みどり） 笑顔と活気のふれあい

都市  ～未来へ紡ぐ安心とやさしさの郷（さと） かすみがうら～」と定め、

３つの基本理念「１．豊かな自然と地域産業が共存するまち」「２．日々の暮らし

を守る快適で安全なまち」「３．ともに支え成長する人材あふれる安心なまち」を

定めています。歩崎地域観光振興アクションプランにおいても、これらを基本理

念とし、歩崎地域の農水産物など豊かな自然が育む地域資源を活かし、歩崎地域

が観光地として多くの観光客が訪れ市民との交流が生まれ市内経済が活性化し、

市民に笑顔と活気があふれるまちを目指して、本年度の調査結果、関係者の方々

の意見等を踏まえ、次の６つのプロジェクトと 30 の具体的なアクションついて

とりまとめました。 

｜ 歩崎地域観光振興アクションプラン｜ 
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「食」資源の充実・活用 

短期 
3 - ① / 地域資源を活かしたメニュー開発 

3 - ② / 生産者だけではなく市民を巻き込んだメニュー開発 

中期 
3 - ③ / 食資源の認知度向上 

3 - ④ / お土産品の充実 

おもてなしの向上 

短期 
4 - ① / 市内小中学校における郷土教育の推進 

4 - ② / 市民に向けた観光情報提供、もてなし啓発の推進 

中期 4 - ③ / 観光ガイド人材の育成、継承強化 

推進体制の整備 

5 - ① / かすみがうら市による観光関連事業者等への支援強化 

5 - ② / 観光に係る人材、事業者の発掘、育成支援 

中期 

5 - ③ / 歩崎地域の観光推進に係るかすみがうら未来づくりカンパニーの機能向上 

5 - ④ / 着地型旅行商品の造成が可能となる組織の検討 

5 - ⑤ / 市民・観光関連事業者間の連携強化 

短期 

プロモーションの強化 

短期 

6 - ① / Facebook、Instagram、twitter 等のソーシャルメディアを活用したマーケティング 

6 - ② / 茨城県南、千葉県東葛エリア等でのＰＲ活動強化 

中期 

6 - ③ / ＪＲ駅、茨城空港等でのＰＲ活動強化 

6 - ④ / メディア（新聞、テレビ等）の積極活用 

6 - ⑤ / 近隣他市町村と連携したＰＲ 

３ 

４ 

５ 

６ 

■補足：アクションの「短期」、「中期」、「長期」の区分について 

「短期」…可能な限り速やかに取り組むアクション（1 年以内） 

「中期」…短期から中期的な構えで検討や研究を行い取り組むアクション（1～3 年以内） 

「長期」…観光動向等を注視しながら長期的な構えで取り組むアクション（３年超） 
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１ 集客のための仕組みづくり 

短期 
1 - ① / 歩崎地域観光マップの作成 

1 - ② / 桟橋の整備 

中期 

1 - ③ / 宿泊施設の整備 

1 - ④ / 興味を喚起し回遊性を促進させる看板、案内表示板の充実 

1 - ⑤ / 交流センター等でのインフォメーション（観光拠点案内、地産品紹介）の充実 

長期 
1 - ⑥ / 森林公園の整備 

1 - ⑦ / 外国人観光客受け入れに向けた多言語対応、メニュー開発 

具体的な観光プログラムを策定し、誘客を進めていくためには、多様な地域資源

を発掘、洗い出し、訪れる人々にその魅力を伝えるとともに、観光案内や観光関

連施設の整備・改良を進めていく必要があります。また、2020 年には、東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会が予定されており、今後も拡大が見込まれ

る訪日外国人観光客の受け入れに向けた体制を整備していく必要があります。 

 

短期 1 - ① / 歩崎地域観光マップの作成 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・市内の「見どころ」「グルメスポット」等の情報を、観光ガ

イドブックやＷｅｂ情報として整理します。市民、民間事

業者等から写真、文章等の提供を受けながら、埋もれてい

る情報を発掘します。歩崎地域についても、これらガイド

ブック、Ｗｅｂ等の中で特集等を組みながら観光マップを

作成し、市内外の観光関連施設等に設置を進めていきます。 

実施内容 

実施予定事業 

・観光ＰＲ推進事業（政策）〔体験型観光マップ、ルート作成事業を検討〕 

・シティプロモーション事業（政策） 
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短期 1 - ② / 桟橋の整備 

・市交流センター前湖岸に、桟橋を設置します（2019 年秋

工事着工、2020年 3月竣工予定）。「土浦駅サイクリング

拠点施設や対岸地区等と連携したサイクルーズ（舟運によ

る輪行）」「水辺のアクティビティ」の拠点として活用でき

るものとします。 

・桟橋完成後のマリーナ機能の提供、湖上スポーツ等アクテ

ィビティの実施に関して、民間事業者等と連携し観光拠点

化を進めます。 

 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

中期 1 - ③ / 宿泊施設の整備 

・国、茨城県等で進める古民家活用の支援措置等の動きをふ

まえ、市において、活用可能な空き家等の掘り起こしと運

営事業者等との橋渡しを進めていきます。 

・歩崎地域等でのキャンプ、グランピング等による宿泊の実

現を検討していきます。 

・市内の宿泊機能の充実に向けて、民間活力を導入した宿泊

施設の整備や市所有施設の有効利用等を検討します。 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

実施内容 

・歩崎公園管理運営事業（政策）〔桟橋整備事業の実施〕 

実施予定事業 

※既存施設のリノベーション、体験型観光の宿泊等、宿泊施設の整備事業の検討 

実施予定事業 

実施内容 
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中期 1 - ④ / 興味を喚起し回遊性を促進させる看板、案内表示板の充実 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・老朽化により判読不能となっている案内や破損

している案内、情報が更新されていない案内等

の修繕を進めるとともに、観光マップや観光プ

ログラムと連動した看板、案内（観光案内アプ

リを含む）を作成します。 

・サイクルラック等、観光客の市内への回遊促進

に寄与する備品の設置、整備を行います。 

中期 1 - ⑤ / 交流センター等でのインフォメーション（観光拠点案内、地産品紹介）の充実 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・市、㈱かすみがうら未来づくりカンパニーが連携し、歩崎

地域の観光マップ作成の過程等で得られた情報（文字情報、

写真、動画）を、市交流センター等にて紙媒体、壁面案内

板、液晶モニター等で紹介します。あわせて地域のショー

ルームとして特産品を紹介し、市内生産者と観光客との接

点を拡大することで販売促進を図ります。 

・歩崎公園管理運営事業（政策） 

・観光ＰＲ推進事業（政策） 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

〔観光アプリ、デジタルサイネージ整備事業〕 

実施内容 

実施予定事業 

実施内容 

実施予定事業 
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長期 1 - ⑥ / 森林公園の整備 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・森林公園周辺施設の観光誘客の動向をふまえながら、庁内

にて施設修繕、さらなる利活用に向けた検討を行い必要な

予算措置を検討していきます。 

長期 1 - ⑦ / 外国人観光客受け入れに向けた多言語対応、メニュー開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・国、茨城県等で実施する外国人観光客受け入れに向けた各

種支援措置等を活用しながら、市内事業者等に対して多言

語対応や宗教・生活習慣に合わせたメニュー開発に関する

情報提供、支援措置を講じていきます。 

・案内板、パンフレットの他、デジタルサイン、ＱＲコード

など最新の技術を活用し、外国人観光客受け入れに向けた

多言語対応を進めていきます。 

・歩崎公園管理運営事業（政策） 

・観光ＰＲ推進事業（政策）〔Wi-Fi 整備事業〕 

・シティプロモーション事業（政策）〔外国語の案内表示〕 

実施内容 

実施予定事業 

実施内容 

実施予定事業 
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２ 観光商品の開発 

短期 
2 - ① / 歴史博物館、水族館での学びをテーマとしたプログラム開発 

2 - ② / レンコン収穫、漁業体験等、地域資源を活かしたプログラム開発 

中期 

2 - ③ / 桟橋の整備に合わせた湖上レジャープログラム開発 

2 - ④ / 近隣他市町村と連携したプログラム開発 

2 - ⑤ / 湖と里の連携プログラム開発 

市歴史博物館や市水族館では学びをテーマとしたプログラムを提供しています。

また、㈱かすみがうら未来づくりカンパニーでも、市内の事業者と連携し地域資

源を活用した観光プログラムの開発に取り組んでいます。こうした取り組みを加

速させ、歩崎地域に多くの人々に訪れてもらうためには、地域資源を活用した場

やモノ・コトに共感してくれそうな人々を具体的に設定、モニターツアー等を実

施し、想定したターゲットやコンセプトとの整合性を検証しながら、改善を繰り

返していく必要があります。 

 

〈課題〉 

 

短期 2 - ① / 歴史博物館、水族館での学びをテーマとしたプログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

・博物館や水族館は、社会教育のための施設、人々の学習の

場として位置づけられてきましたが、近年参加型学習機会

の提供や地域活性化のための知恵袋として、活動の場が広

がっています。本市の歴史博物館、水族館においても地域

の活性化等に資する観光プログラムの開発を進めるととも

に、市内外の事業者・団体等とも連携したプログラムの開

発を検討していきます。 

・水族館は、あわせて館内の改修を検討、実施します。 

2 - ⑥ / 若者やファミリー層に向けたプログラム開発 

・歴史博物館管理運営事業（政策） ・水族館管理運営事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 
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短期 2 - ② / レンコン収穫、漁業体験等、地域資源を活かしたプログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・地域では日々の生活の中で当たり前と思っているモノ・コ

トの中に、観光客にとっては非日常的な価値がある場合が

あります。こうした地元の人々も気づかない日常的な風景

にある価値を地域資源として再認識しながら、日本一の産

地で体験するレンコン収穫や、霞ヶ浦の魚食文化を学べる

漁業体験等、㈱かすみがうら未来づくりカンパニー、民間

事業者等が進める体験型観光プログラムの開発を支援し、

商品化を目指していきます。 

中期 2 - ③ / 桟橋の整備に合わせた湖上レジャープログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・歩崎公園湖岸に設置予定の桟橋の整備計画に合わせ、市か

ら民間事業者等に桟橋の整備内容の情報を提供し、水平線

を眺めながら霞ヶ浦の雄大さを感じ、大自然を満喫出来る

湖上レジャープログラムの開発を支援していきます。 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策）〔体験型観光プログラム開発支援事業を検討〕 

・歩崎公園管理運営事業（政策） 

・市民ふれあいスポーツ推進事業（政策）〔カヌー教室等実施予定〕 

実施内容 

実施予定事業 

実施内容 

実施予定事業 
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かすみがうら市 / 民間事業者等 

・サイクリングと本市を含む水郷・筑波地区の多様な地域資

源を結びつけることで、東京圏を中心に国内外から多くの

サイクリストを含む観光客の誘客を図ります。また、「筑波

山」及び「霞ヶ浦」の広域エリアへの誘客を契機に、県全

域への周遊観光に繋げ、宿泊を含む県内全体の観光入込を

増加させるように、近隣他市町村、茨城県と連携しながら

広域でのプログラム開発を検討していきます。 

中期 2 - ⑤ / 湖と里の連携プログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー  

・千代田地区等市内他地域の観光事業者、施設運営者等の意

向、状況を確認しながら、㈱かすみがうら未来づくりカン

パニー等で進めている湖と里山を連携させた観光プログラ

ム開発を市で支援し、商品化を目指していきます。 

・観光サイクリング事業（政策）〔関係者会議等で広域連携プログラム開発を検討〕 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

実施予定事業 

実施予定事業 

実施内容 

中期 2 - ④ / 近隣他市町村と連携したプログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

実施内容 
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中期 2 - ⑥ / 若者やファミリー層に向けたプログラム開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー  

・歩崎地域で若者やファミリー層に向けた観光プログラムの

提供を希望する市内外の事業者に対して、場所の提供、連

携可能な市内事業者の紹介等の支援を実施していきます。 

・㈱かすみがうら未来づくりカンパニー等で進めている若者、

ファミリー向け観光プログラムの開発を市で支援していき

ます。 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 
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３ 「食」資源の充実・活用 

短期 
3 - ① / 地域資源を活かしたメニュー開発 

3 - ② / 生産者だけではなく市民を巻き込んだメニュー開発 

中期 
3 - ③ / 食資源の認知度向上 

3 - ④ / お土産品の充実 

霞ヶ浦と筑波山系の山々に面した本市は、梨・栗をはじめとする果樹や米、レン

コン等の農産物、霞ヶ浦の伝統的な魚食文化を育んだワカサギやしらうお等の水

産物など豊かな自然が育む地域資源に恵まれています。これら地域資源を活かし、

現在、㈱かすみがうら未来づくりカンパニーを中心に、市交流センター内の地産

地消レストランや直売スペースで地産食材を使った料理・商品の提供をしていま

す。こうした取り組みを地域全体に広げていくためには、生産者、市民が協力し、

市外の人々の意見を取り入れながら地域資源を活かした付加価値のあるメニュー

を開発、市内外にその食資源を広く発信していく必要があります。 

短期 3 - ① / 地域資源を活かしたメニュー開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・㈱かすみがうら未来づくりカンパニーや市内の民間事業者

等が行う、地域資源を活かしたメニュー開発を支援すると

ともに、小中学生を対象とした教育プログラムの一環とし

て、地域資源を活用した食育教育や子供たち自身によるメ

ニュー開発を進めていきます。 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策）〔メニュー開発事業の実施検討〕 

・子どもミライ学習事業（政策）〔子どもミライ学習でのメニュー開発の検討〕 

・観光ＰＲ推進事業（政策） ・シティプロモーション事業（政策） 

・農業振興事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 
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短期 3 - ② / 生産者だけではなく市民を巻き込んだメニュー開発 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・市民団体、小中学校等のネットワークを活用し、市民によ

るメニュー作りを支援したり、市と市内民間事業者等が協

力した料理イベント等を開催します。こうした活動を通じ

て地域資源を活かした新たなメニューを開発していきま

す。 

中期 3 - ③ / 食資源の認知度向上 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・食のイベント等で市内食資源のＰＲを進めていくとともに、

消費者やバイヤー等へ訴求するためのパンフレット等を充

実させて食資源の販路拡大、地産外商を進めていきます。 

 

・子どもミライ学習事業（政策）〔子どもミライ学習でのメニュー開発の検討〕 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

〔イベント等での地域食材を活用した料理コンテストの検討〕 

〔コンテスト優秀作品の飲食店での取扱支援事業の実施検討〕 

・シティプロモーション事業（政策）〔市内農産物取扱市内飲食店のＰＲ強化事業〕 

〔湖山の宝に関する情報発信強化事業〕〔地域資源等の国内外への情報発信事業〕 

〔ふくまる特別栽培米のＰＲ及び販路開拓事業の検討〕 

〔未来づくりカンパニーのＥＣサイト内での地域産品販売促進事業〕 

〔食の文化祭、食のコンテスト開催事業の検討〕 

・農業振興事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 

実施内容 

実施予定事業 
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中期 3 - ④ / お土産品の充実 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・観光客、消費者に土産品を食してもらうためには、味付け、

商品パッケージ、価格設定、流通経路、広告、製品製造方

法、原材料調達等多岐に渡る事項を一つひとつ検討・調整

していく必要があります。その際必要となる知識、市場動

向に関する情報等を、土産品等の開発を希望する市内の民

間事業者に対して、専門家の派遣やセミナー等の開催を通

じて提供していきます。 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策）〔土産品等開発支援事業の検討〕 

・農業振興事業（政策）〔湖山の宝認定事業〕 

実施内容 

実施予定事業 
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４ おもてなしの向上 

短期 
4 - ① / 市内小中学校における郷土教育の推進 

4 - ② / 市民に向けた観光情報提供、もてなし啓発の推進 

中期 4 - ③ / 観光ガイド人材の育成、継承強化 

未来に向かって活力があり魅力的なまちとして本市が発展するためには、学校教育

等において、子供たちが地域に根付き、地域の担い手として成長出来るように郷土

教育を推進していく必要があります。また、歩崎地域、本市の観光振興を進めてい

くためには、市民一人ひとりが市の自然、歴史、文化を理解し、自らの言葉でその

魅力を伝えていく必要があります。こうしたことから、市内小中学校における郷土

教育や市民に向けた観光情報の提供、観光ガイド・ボランティアの育成・継承を進

めていきます。 

短期 4 - ① / 市内小中学校における郷土教育の推進 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・学芸員等による出前講座を継続実施し、市内の小中学生の

郷土教育を進めていきます。また、2019 年に茨城国体、

2020 年に東京オリンピックが開催され市内来訪観光客の

増加が見込まれることから、観光マップ等の作成や地域資

源の発掘活動を通じ小中学生の地域に対する愛着を深める

ことで、来訪者にも郷土の良さを感じてもらいたい、との

「おもてなしの心」を醸成していきます。 

・子どもミライ学習事業（政策） 

〔街の未来を考えるワークショップ、地場産品・歴史文化を題材としたキャリア

教育の出前事業〕〔学芸員、市民学芸員による出前講座の実施検討〕 

・ジオパーク推進事業（政策）〔ジオパークを活用した郷土愛醸成講座の実施検討〕 

実施内容 

実施予定事業 
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短期 4 - ② / 市民に向けた観光情報提供、もてなし啓発の推進 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・市民一人ひとりが市の自然、歴史、文化を理解し、自らの

言葉でその魅力を来訪者に伝えたくなるよう、広報かすみ

がうら、各種イベント、地域ポイントシステム等を活用し

ながら、市民が地域資源や観光スポットなど「地域を知る」

機会を提供することで、地域への愛着や来訪者にも郷土の

良さを感じてもらいたい、との「おもてなしの心」を醸成

していきます。 

4 - ③ / 観光ガイド人材の育成、継承強化 中期 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・市内の観光ボランティアの状況・ニーズを整理、確認し、

必要な支援措置を検討、実施します。 

・市民学芸員制度の充実を図ります。 

・筑波山地域ジオパーク推進協議会が実施するジオガイドの

育成や霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会の後継者育成

部会が実施する帆引き船の操業継承に向けた取り組みを支

援していきます。 

・地域ポイント推進事業（政策）〔観光情報等の発信事業〕 

・観光ＰＲ推進事業（政策） 

・シティプロモーション事業（政策） 

・歴史博物館管理運営事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 

実施内容 

実施予定事業 
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５ 推進体制の整備 

5 - ① / かすみがうら市による観光関連事業者等への支援強化 

5 - ② / 観光に係る人材、事業者の発掘、育成支援 

中期 

5 - ③ / 歩崎地域の観光推進に係るかすみがうら未来づくりカンパニーの機能向上 

2016 年 4 月に、市、民間企業、地域金融機関の出資により、㈱かすみがうら未

来づくりカンパニーが設立され、地域事業者と連携した体験型観光や市交流センタ

ー内の地産地消レストラン・直売スペースで地産食材を使った料理・商品を提供し

ていますが、歩崎地域全体でみると同地の観光地域づくりはまだ始まったばかりで

す。こうしたことから、同地を訪れた人々が地域の様々な場所で、様々な観光メニ

ューを楽しめるように、観光関連事業者等への支援や市民・観光関連事業者間の連

携を強化しながら、観光地域づくりに向けた推進体制を整備します。 

短期 5 - ① / かすみがうら市による観光関連事業者等への支援強化 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・歩崎地域の観光資源等を活かした観光振興アクションプラ

ンを策定するため、2018 年度、地域の観光関連事業者等

による「関係者会議」が開催されました。今後もこの関係

者会議を母体として民間事業者等と行政の連携を継続なが

ら、観光関連事業者のニーズ・課題を共有・確認し、これ

ら事業者へ必要な支援を行っていきます。 

5 - ④ / 着地型旅行商品の造成が可能となる組織の検討 

5 - ⑤ / 市民・観光関連事業者間の連携強化 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 

短期 
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  ※ＤＭＯ：Destination Management Organization の略。地域資源を活かして地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに

地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの中心となり、多様な関係者と協同

しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実施する法人。  

短期 5 - ② / 観光に係る人材、事業者の発掘、育成支援 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

・近年は、個人の好みや興味・関心にあわせた特徴的な観光

サービスの提供が強く求められています。また、観光関連

事業者の高齢化、後継者不足が顕在化し、地域の人材育成

も急務となっています。こうしたことから、サービス向上

に資する講習会や観光関連事業者の経営支援に関連するセ

ミナー、相談会等を商工会等と連携しながら実施します。 

中期 5 - ③ / 歩崎地域の観光推進に係るかすみがうら未来づくりカンパニーの機能向上 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー  

・㈱かすみがうら未来づくりカンパニーは、地元事業者との

協業を積極的に進めています。こうした協業により観光メ

ニューが充実するだけではなく、地域への経済波及効果も

高まることから、これまでの歩崎地域に関する調査等で得

られた情報や関係者の方々からの助言等を踏まえ、同社の

ＤＭＯ（※）としての機能向上について、市、同社等にて

検討、実施していきます。 

 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） ・商工振興事業（政策） 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

・農山漁村活性化推進事業（政策）〔補助金による市交流センター施設整備事業〕 

実施内容 

実施予定事業 

実施予定事業 

実施内容 
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中期 5 - ④ / 着地型旅行商品の造成が可能となる組織の検討 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・2013 年に、旅行業法で地域限定旅行会社が制度化され、

観光協会や宿泊施設などが、募集型企画旅行にあたる着地

型商品の企画販売が可能となり、地域発の個性的な旅行商

品の企画販売が出来るようになりました。こうした法改正

の動きや旅先でしか味わえないものを求める本物志向のニ

ーズの高まりをふまえ、関係者会議等にて観光協会の法人

化を含めた着地型旅行商品の造成が可能となる組織の検討

を行っていきます。 

中期 5 - ⑤ / 市民・観光関連事業者間の連携強化 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / ㈱かすみがうら未来づくりカンパニー / 民間事業者等 

・観光地域づくりを進めるためには、市民に地域資源や観光

関連事業者の取組を理解してもらい、地域づくりへの参画

を促す必要があります。こうしたことから、地域資源を活

かした体験型イベントの開催に加え、市と観光関連事業者

の連携による小中学生の職場見学や職業体験の受け入れ、

観光振興に関する市民、観光関連事業者の意見交換などを

通じて、市民の観光関連事業への理解と参画を促し、歩崎

地域の観光振興に向けた基盤を強化していきます。 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

・地域活性化ＤＭＯ推進事業（政策） 

実施内容 

実施予定事業 

実施予定事業 

実施内容 
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６ プロモーションの強化 

短期 

6 - ① / Facebook、Instagram、twitter 等のソーシャルメディアを活用したマーケティング 

6 - ② / 茨城県南、千葉県東葛エリア等でのＰＲ活動強化 

中期 

6 - ③ / ＪＲ駅、茨城空港等でのＰＲ活動強化 

・歩崎地域をはじめ市内には、観光施設だけではなく、魅力的な自然資源、文化

社会資源、特産品が数多くありますが、その一部しか一般に知られていないの

が現状です。こうしたことから、魅力的な資源を多くの人に知ってもらい、興

味をもってもらい、歩崎地域、市内への来訪を促していく必要があります。 

・これまで実施した観光に関する調査データを活用しながら、様々な世代、趣向

を同じにするグループ等、ターゲットに合わせた効果的なＰＲを、従来の広告

媒体だけではなくＳＮＳ等新たな媒体を活用しながら実施していきます。 

 

 
短期 6 - ① / Facebook、Instagram、twitter 等のソーシャルメディアを活用したマーケティング 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

・観光情報を発信する手段としてこれまではホームページ、

テレビ、新聞のように広く情報を発信する媒体が利用され

てきました。しかし、近年、情報が溢れる中、ＳＮＳのよ

うにより個別性の高い情報を発信・収集できる媒体が主流

となってきています。こうしたことから、ＳＮＳを使った

観光マーケティングを強化していくとともに、市民や観光

客にＳＮＳ等で市内観光スポット、資源を拡散してもらう

ためのキャンペーン、イベントを検討、実施します。 

6 - ④ / メディア（新聞、テレビ等）の積極活用 

6 - ⑤ / 近隣他市町村と連携したＰＲ 

・観光ＰＲ推進事業（政策） ・シティプロモーション事業（政策） 

・観光交流推進事業（政策）〔ＳＮＳ情報を活用した飲食店マップの作成事業〕 

実施内容 

実施予定事業 



83 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

短期 6 - ② / 茨城県南、千葉県東葛エリア等でのＰＲ活動強化 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

・市内には、茨城県南、千葉県東葛エリアから、多くの観光

客が訪れています。こうした自治体と観光面での連携をこ

れまで以上に強化し、同エリア等で開催されるイベントで

歩崎地域、市のＰＲを検討、実施します。 

短期 6 - ③ /ＪＲ駅、茨城空港等でのＰＲ活動強化 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市 / 民間事業者等 

・茨城県、市、民間事業者等が協力し、多くの人々が往来す

る神立駅、土浦駅等のＪＲ駅や茨城空港等にて、歩崎地域、

本市のＰＲ活動を行います。 

 

・観光ＰＲ推進事業（政策）・観光交流推進事業（政策） 

・シティプロモーション事業（政策）〔首都圏への情報発信強化事業〕 

〔海外進出・首都圏におけるＰＲイベント等実施による販路拡大支援事業〕 

〔市内農水産物の販路拡大を目的とした首都圏における商品等ＰＲ事業〕 

〔アウトドアに興味がある方々に向けた情報発信強化事業〕 

・地域ポイント推進事業（政策）〔地域ポイントアプリ活用事業〕 

 

・観光ＰＲ推進事業（政策） 

・観光交流推進事業（政策） 

実施予定事業 

実施内容 

実施内容 

実施予定事業 

写真出典：茨城空港ＨＰより 
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6 - ④ / メディア（新聞、テレビ等）の積極活用 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・ＳＮＳ等のデジタルメディアだけではなく、従来からある

新聞、テレビ、雑誌等のメディアに対しても積極的に情報

発信を行っています。 

・プレスキット（取材の便宜に供するための参考資料）の作

成や報道出版等メディア関係者の連絡網の整備を進め、効

果的なＰＲが出来るようにします。 

中期 6 - ⑤ / 近隣他市町村と連携したＰＲ 

リーダーシップをとることが想定される団体等 

かすみがうら市  

・近隣の他市町村との広域連携をより一層進めていきます。

「筑波山地域ジオパーク推進協議会」や「つくば霞ヶ浦り

んりんロード利活用推進協議会」等、近隣市町村が観光面

の課題、情報を共有する場や組織を活用して、広域的な観

光ルートの構築や自治体間連携によるＰＲに取組み、観光

客への多彩な観光体験の提供を目指します。 

・広報事業 ・報道機関への情報提供事業 

・シティプロモーション事業（政策） 

・ジオパーク推進事業（政策） ・観光ＰＲ推進事業（政策）  

実施予定事業 

実施内容 

実施内容 

実施予定事業 

短期 
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 第６部 参考資料 
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【参考】歩崎地域商圏確認地図 
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【参考】かすみがうら市全域地図 
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【参考】歩崎地域地図 
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【参考】歩崎地域観光拠点の現状と課題 
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 第７部 歩崎地域観光振興アクションプラン策定事業関係者会議出席者等一覧 
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１．関係者会議出席者等一覧 

■ 関係者                                            

 

■ かすみがうら市                                       

 

 

■ 事務局（筑波総研㈱）                                    

 

Ｎｏ 会社・団体名 役職 お名前 備考

1
株式会社
かすみがうら未来づくりカンパニー

代表取締役 今野　浩紹

2 株式会社デン・ケリー（かすみがうら市水族館） 館長 赤堀　恭子

3 株式会社アトレ 主任 髙梨　将克

4 株式会社ラクスマリーナ 専務取締役 秋元　昭臣

5 一般財団法人行方市開発公社 事務局長兼駅長 磯山　秀喜

6 株式会社ひのでや 取締役営業本部長 佐賀　正治

7 有限会社山野水産 専務取締役 山野　英明

8 手作りパン　パンプキン 代表 小泉　智美

9 貝塚忠三郎商店 貝塚　康博

10 霞ヶ浦漁業協同組合 沼口　京介

11 霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会 後継者育成部会　帆引き船操業継承部員 君崎　一男

12 株式会社グランバー東京ラスク 代表取締役社長 大川　吉美

13
オリックス・ゴルフ・マネジメント株式会社
富士ＯＧＭゴルフクラブ

営業本部　常盤エリア長兼千葉エリア長兼
富士ＯＧＭゴルフクラブ出島コース支配人 皆本　賢吾

14
オリックス・ゴルフ・マネジメント株式会社
かすみがうらＯＧＭゴルフクラブ

かすみがうらＯＧＭゴルフクラブ支配人 佐藤　元泰

15 かすみがうら市歴史博物館 学芸員 千葉　隆司

16 株式会社筑波銀行 常務執行役員 渡辺　一洋 とりまとめ役

Ｎｏ 事業者名 役職 出席者 備考

1 かすみがうら市　地域未来投資推進課 担当理事（統括） 西山　正 ―

2 かすみがうら市　地域未来投資推進課 課長 稲生　政次 ―

3 かすみがうら市　地域未来投資推進課 課長補佐 猪俣　直宏 ―

4 かすみがうら市　地域未来投資推進課 主幹 長南　礼 ―

5 かすみがうら市　観光商工課 課長補佐 鈴木 薫 ―

6 かすみがうら市　農林水産課 課長補佐 篠崎 政彦 ―

Ｎｏ 事業者名 役職 出席者 備考

1 筑波総研株式会社 上席研究員 佐々木　里也

2 筑波総研株式会社 研究員 小泉　尭史


